
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報

第
十
一
号

(昭
和
五
十
八
年
三
月
)

　

細
川
氏
関
係
軍
記
考

一
(

書
誌
篇

i

永
正
期
を
中
心
と
す
る
ー

和

田

英

道

、

/

永
正
期

(
蓋
〇
四
!
三
)
を
中
心
と
す

る
細
川
氏
関
係

の
軍
記
を
俯
瞰

し

な
が
ら
、
室
町
軍
記

の
成
立
問
題
を
考
え

て
み
た

い
。
そ

の

前

提

と

し

て
、
本
稿

で
は
書
誌
的
事
項

に

つ
い
て
論
述
す
る
。

本
稿

は
軍
記
物
談
話
会
昭
和
五
十
七
年

一
月
新
年
会

に
お

い
て
、

「
細

川
澄
之

・
澄
元

の
確
執

に
関
す
る
軍

記
に

つ
い
て
」

と
題

し
て
発
表

し
た

も

の
の

一
部

で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿

は
昭
和

五
十

六
年
度
高
橋
産
業
経
済

研
究
財
団
助
成
金

に
よ
る
研
究
成
果

の

一
部

で
あ

る
。

細
川
勝

元
の
嫡
男
政
元

は
、
足
利
義
澄
を
擁
立

し
て
幕
府
内

の
実
権
を
握

っ

た
人
物

で
あ
る
が
、
「
常

は
魔
法
を
お

こ
な
」

っ
た
と
記
さ
れ
る
よ
う
に

(『細

川
両
家
記
』)
、
修
験
道

に
凝
り
、

「
を
ん
な

に
ち
か

つ
く

こ
と
な
き

人
に
て
ま
し

く

け

る
に
よ
り
子
と

い
ふ
事
そ
な
か
」
(『
九
郎
澄
之
物
語
』
)
っ
た
。

そ
こ
で
政

元

は
、
家
督
相
続
を
心
配
す
る
細
川
家
宿

老
た
ち
の
勧

め
も
あ
り
、

「
我

か
し

そ

ん
に
た

二

つ
ね

の
人

の
子
は
お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
こ
と
也
。
九

て
う

の
く

わ
ん

は
く
殿

の
わ
か
君

三
さ
い
に
な
り
給

ふ
を
や
う

し
た
て
ま

つ
り
、
我
あ
と
を

つ

か
せ
ま
い
ら
せ
ん
と

お
も
」

(『九
郎
澄
之
物
語
』
)

い
、
延
徳

三
年
(
一究

一)
二
月
、

前
関
白
九
条
政
基

の
末
子

(当
時
三
歳
)
を
嗣
子
と
し

て
迎
え
た
。

こ

の
養

子
が

の
ち
の
九
郎
澄
之

で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
そ

の
後

、

「
ま
さ
も
と
心
に
お
ほ
す
や

う
、
わ

か
す

へ
の
世
を

一
も

ん
に
ゆ

つ
ら
は
や
と
そ
お
ほ
」

(『九
郎
澄
之
物
語
』)

す
よ
う

に
な
り
、
永
正
三
年

(
蓋
〇
六
)
四
月
、
同
族

の
細
川
義
春

の
男

六
郎
澄

元
を
養
子

に
迎
え
入
れ
、
澄
之

を
丹
波

に
下
向

せ
し
め
た
。

こ
の
た
め
に
澄
之

派
と
澄
元
派
と
の
問
に
確
執
が
生

じ
、
そ

の
結
果
、
永
正

四
年

(
一五
〇
七
)

六
月

二
十
三
目
夜
、
政
元

は
謀
殺

さ
れ

た
。
以
後
、
細
川
氏

の
内
訌
は
、
将
軍
継
嗣

問
題

と
絡

ま

っ
て
間
断

な
い
様
相
を
呈
す
る

こ
と

に
な
る
。

こ
の
政
元
謀
殺
事
件
を
契
機

に
頻
発
す
る
争
闘

の
有
様
を
描

い

た

軍

記

に

は
、
『
九
郎
澄
之
物
語
』
・
『
九
郎
殿
物

語
』
・
『
二
川
物

語
』
・
『細

川
政
元
記
』
・

『
瓦
林
政
頼
記
』
・
『
細
川
両
家
記
』
・
『
不
問
物

語
』
・
『
足
利
季
世

記
』
・
『
陰
徳
太

平
記
』
・
『
重
編
応
仁
記
』
な
ど
が
あ
る
が
、
各
作

品
の
伝
本

は
、
以
下

の
文
庫
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等

に
所
蔵

さ
れ

て

い

る

(『国
書
総
目
録
』
の
記
事
を
修
正
し
、
管
見
に
入

っ
た
も
の

を
追
加
。
略
号
等
は

『
国
書
総
目
録
』
の
要
領
に
従
う
)
。

コ一

『
九
郎

澄
之
物

語
』

(
一
巻

)

〔

㊧
内

閣
(明
治

一
三
写
)
・
尊
経

(室
町
末
写
)

コニ

『
九
郎
殿
物
語
』

(
一
巻
)

〔
㊧
東
大
史
料

・
尊
経

(室
町
末
写
)

コ三

『
二
川
物
語
』
(
一
巻
)

〔

(
マ
マ
)

働
東
大
史
料

・
彰
考

・
旧
彰
考

(元
亀
四
長
生
写
、
『細
川
政
元
語
』
と
合
)

コ四

『
細
川
政
元
記
』

(
一
巻
)

〔
⑳
細
川
大

心
院
記

・
土
佐
国
下
書
状
案
文

働
下
村
五
郎
左
衛
門

(宗
福
)

⑭
永
正

五

㊧
内
閣

(明
治
写
)
・
静
嘉

(中
山
信
名
写
)
(『瓦
林
記
』を
付
す
)

・
東

大
史
料

(彰
考
蔵
本
写
)
・
金
沢
市

加
越
能

(
「宗
福
状
」、
『松
若
物
語
』
を

付
す
)
・
彰
考

(「細
川
政
元
記
」
、
『
二
川
物
語
』
を
付
す
)
・
尊

経

(室
町
中
期

写
、
『松
若
物
語
』
を
付
す
)
・
島
原

(『松
若
物
語
』
を
付
す
)
⑲
改
定

史
籍
集

覧

一
三

・
続
群
書
類
従

二
〇
輯
上

コ五

『
瓦
林
政
頼

記
』

(
、一
巻
)

〔
⑳
松
若
物
語

・
瓦
林
記

・
正
頼
記

㊧
内
閣

(摂
津
徴
四
〇
)
・
静
嘉

(「
瓦
林

記
」
、
『細
川
大
心
院
記
』
の
付
)
(「正
頼
記
」、
中
山
信
名
写
)
・
島
原

(「松
若
物

語
」
)
・
尊
経

(室
町
中
期
写
、
『
細
川
政
元
記
』
の
付
)
(『
細
川
政
元
記
』
の
付
)

⑭
改
定
史
籍
集
覧

一
三

・
続
群
書
類
従

二
〇
輯
上

コ六

『
不
問
物
語
』

(
二
巻
)

〔

⑲
真
正

㊧
東
大

史
料

(尊
経
蔵
本
写
)
・
尊
経

(室
町
末
写
)
(下
巻
、
室
町
末

、
写
)

コ七

『細

川
両
家

記
』

(
二
巻

)

〔
⑳

正
禄

間
記

・
二
川
分
流

記

・
細
川
両
家
見
聞
事
記

・
細
川
両
家

に
成
始

以

来
聞
見
事
記

箇
生
島
宗
竹

㊥
元
亀
四
奥
書

㊧
国
会

(
一
冊
)
(
二
冊
)

(後
之
巻
、

一
冊
)
・
内
閣

(安
永
四
写
)
(コ
ニ
好
別
記

・
足
利
義
冬
6
之
系
図
』
を
付

す
、

一
冊
)
(「正
祿
間
記
」
)
(二
巻

一
冊
)
(
二
部
)
(摂
津
徴
三
七

・
三
八
)

・
宮

書

(コ
ニ
好
記
」
、
二
巻

一
冊
)
・
慶
大

幸
田
・
秋
田

(
一
冊
)
・
大
阪
府

・
徳
島

(「諸
家
系
譜
後
編

細
川
上
」、

一
冊
)
・
彰

考

(
一
冊
)
・
神

宮

・
尊

経

・
多

和

(
一
冊
)
・
仙

台
伊
達
家

・
加
賀

聖
藩

・
松
浦
史
料
博
物
館

(「
細
川
両
家
記
」
)

(「
細
川
両
家
由
来
」)
⑲
群
書
類
従
合
戦

コ八

『
足
利
季
世
記
』
(
八
巻
)

〔
㊧

国
会

(六
冊
)
・
内
閣

(七
冊
)
(
「細
川
家
略
記
」、
二
冊
)
・
静
嘉

(
四
冊
)

(六
冊
)
・
京
大

(三
冊
)
(
四
冊
)
・
天
理

(七
冊
)
・
旧
三
井

・
京

大

谷
村

(
五

巻
二
冊
)
・
島
原

(七
冊
)
・
鶴
岡

(巻
八
の
み

一
冊
)
・
河
野
信

一

(五
冊
)
・

蓬
左

(巻
六
の
み

一
冊
)
⑭
改
定

史
籍
集

覧

一
三

コ九

『
陰
徳
太
平
記
』
(
八

一
巻
)

〔
勸
香
川
正
矩

・
同
堯
真
著

・
同
宣
阿
補

㊥
元
禄

八
序

・
正
徳

二
刊

㊧
正

徳

二
版
ー
国
会
以
下

に
蔵

(省
略
)
、
刊
年

不
明
-
刈
谷
以

下
に
蔵

(省
略
)

⑭
通
俗
目
本
全
史

一
三

・
一
四
⑭
松

田
修

・
笹
川
祥
生
編

『
正
徳
二
年
板
本

陰
徳
太
平
記
』

(
臨
川
書
店
、
昭
和

四
十

七
年

九
月
)

コ十

『
重
編
応
仁

記
』
(
こ
の
う
ち

『
応
仁
後
記
』
〈
全

二
巻
〉
が
該
当
)

〔
勸
小
林
正
甫

⑭
宝
永

八
刊

㊧
国
会
以

下
に
蔵

(省
略
)

㊧
宝
永

八
版
-

国
会
以
下

に
蔵
(省
略
)
、
文
政
六
版
i
神
宮

⑲
改
定
史
籍
集
覧
三

・
続
国

民
文
庫
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コ

コ

コ

コ

以
上

の
う
ち
、

一
か
ら
六
ま

で
は
各
伝
本

の
、
七
か
ら
十
ま
で
は
代
表
的
伝

　

　

ロ

　

　

本

の
書
誌

に

つ
い
て
記
す
。
そ

の
体

裁
は
、
①
函
架
番

号

②
巻
冊

③
書
写

・

刊
行
年
時

④
外
題

⑤
内
題

⑥
寸
法

(縦

×
横
、
単
位
セ
ン
チ
)
⑦
表
紙

⑧
装

訂

⑨
見
返
し

⑩

料
紙

⑪
紙
数

⑫

一
面
行
数

⑬
用
字

⑭
書

入

⑮
蔵
書
印

(現
所
蔵
文
庫
印
は
印
文
の
み
を
記
す
)
⑯

奥
書
等

⑰
そ

の
他
、

で
あ
る
。
な
お
、

「
同
筆

・
別
筆
」

は
、
本
文

に
対

し
て
で
あ

る
。
ま

た
、
掲
出
書
名
は
所
蔵
者

の
整

理
書
名

に
よ
る
。
口

は
磨
滅
等

に
よ
る
判
読
不
能
箇
所

で
あ

る
。

コ一

『
九
郎
澄
之
物

語
』

〔
ω

尊
経
閣
文
庫
蔵

『
九
郎
澄
之
物
語
』

①

三
-

一
七

(貴
重
書
)
②

一
巻

一
冊

③
室
町
末
期
写

④
な
し

(但
し
表

紙
は
後
補
。
現
在
の
内
題
が
元
の
外
題
)
⑤
九
郎
澄
之
物
語

(扉
題
。
元
の
外
題

だ
が
、
別
筆
か
。
但
し
同
時
代
の
筆
か
)
⑥
把

×
ω

⑦

黒
鉄
色
無
地

紙

表
紙

2

り
乙

(尊
経
閣
文
庫
で
改
修
し
た
も
の
。
元
の
表
紙
は
現
装
の
扉
で
楮
紙
厚
紙
)
⑧

袋
綴

⑨
楮
紙

(表
紙
改
装
時
の
も
の
)

⑩
楮
紙

⑪
遊
紙
尾

-
丁
、

本
文

墨
付

15

丁

⑫

11
～

12
行

⑬
平
が
な
漢
字
交
用
文

⑭

墨
書
入
あ
り

(
同
筆
)
⑮

な

し

⑯
跋
文
あ
り
。
包
紙

に
第
五
代
加
賀
藩

主
前
田
綱
紀

(松
雲
公
)
の
識

語
、

「
古
本
史
類
□
/
続
丙
部
/
澄
之
物
語

一
冊
/

此
本
者
稲
若
水
於

故

紙
堆
中
所
得
之

元
禄
己
卯

六
月

二
日
/
所
献
也

恐
是
記
者
之

親
筆
歟
」

(「続
丙
部
」
は
別
筆
)
。
「
元
禄

己
卯
」

は

コ
兀
禄
十

二
年

(
ニ
ハ究
)
」
、
「
稲
若

い

の
う

水
」
は
本

姓

「
稲
生
」
、
加
賀
藩

の
物
産
学
者

で
、
『庶
物
類
纂
』

の
編
者
。

そ

の
編
纂

の
た
め
資
料
博
捜
中
、

「
故
紙
」

の
中

よ
り
本
書
を
発
見

し
た

も

の
ら
し

い

⑰

一
筆
。
本
書

は

『
跡
見
学
園

女
子

大
学
国
文
学
科
報
』

、

箪
叩十
口万

(
昭
和
五
十
七
年
三
月
)
に

翻
刻
。

②

内
閣
文
庫
蔵

『
九
郎
澄
之
物
語
』

广

本
書
は
明
治

十
三
年

に
ω

の
尊
経
閣
文
庫
本

を
謄
写

し
た
本
。

コニ

『
九
郎
殿
物

語
』

〔
ω

尊
経
閣

文
庫
蔵

『
九
郎
殿
物
語
』

①
三
-

一
九

(貴
重
書
)
②

一
巻

一
冊

③

室
町
末
期
写
か

④
な
し

⑤

九

郎
殿
物
語

(目
録
題
)
⑥
嬰

期
⑦
黒
鉄
色
無
地
紙
蠡

◎

の
ω
『九
郎
澄
之

物
語
』
と
同
じ
表
紙
)
⑧
袋
綴

⑨
楮
紙

(表
紙
改
装
時
の
も
の
)
⑩
斐

楮
交
漉

紙

⑪
遊
紙
尾

1
丁

(後
補
)、
本
文
墨
付

18
丁

⑫

8
行

⑬
漢
字
片

カ

ナ

交
用
文

⑭
墨
書

入
あ
り

(同
筆
)
⑮
な
し

⑯
本
奥
書
(
18
丁
裏
)
、
「永

正
五

年

四
月

日

清
水
弥
左
衛
門
/
光
好

(花
押
)
」。

包
紙

に
松
雲

公
筆

で

「
俟

清
叢
書

西
」
、
松
雲
公
時
代
筆

で

「
当
□
/

九
郎
殿
物

語

一
冊
」

と
あ
る
。

「
俟
清
」
と

は
疑
問
が
解
け
る

の
を
待

つ
の
意
で
、

松

雲
公

が
本
書

に
疑

問
を
抱

い
て
い
た
こ
と
を
示
す

⑰

一
筆
。
本
書

も

『
跡
見
学
園

女
子

大

学
国
文
学
科
報
』
第
十
号

に
翻
刻
。

そ
の
解
題

で
述

べ
た
よ
う

に
、

『
尊

経
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』

(
そ
れ
を
転
載
し
た

『
国
書
総
目
録
』
も
)

は
、

本
書
を
奥
書
に
よ

っ
て

「永

正
五
年
」
写
本

と
見

做
す
が
、
「
永
正
五
年
」

の
奥
書
は
本

奥
書

で
、実
際

は
室

町
末
期

に
書
写

さ
れ

た
も

の
で
あ

ろ
う
。

②

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

『
九
郎
殿
物
語
』

本
書
は

『
史
料
編
纂
所

図
書
目
録
』

「
写
本

五
」

で
は

「
原
蔵
未
詳
」
と

な

っ
て
い
る
が
、

明
治

二
十
年

に
ω

の
尊
経
閣
文
庫
本
を
謄
写
し
た
本
。

コ三

『
二
川
物
語
』

〔
ω

彰
考
館
蔵

『
二
川
物
語
』

①

丑
部

二
六
!
〇

一
九

一
六

②

一
巻

一
冊

③
延
宝

(
=
ハ七
三
-
八
一)
頃

写
。
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合
綴

さ
れ

た

『
細
川
政
元
記
』
は
江
戸
中
期

写
か

④
表
紙
左
上

の
子
持
枠

刷
り
題
簽

に

コ

一川
物

語

細
川
政
元
記
」
と
墨
書

(後
筆
か
)⑤

「
二
川
物

語
」
・
「細

川
政
元
記
」

(端
作
)
⑥

跏

×
槻

⑦
濃
紺
無
地
紙
表
紙

(但
し
綴

糸
部
分
以
外
は
濃
紺
紙
剥
落
し
地
色
の
白
表
出
。
『二
川
物
語
』
の
原
表
紙
か
は

疑

問
。
『細
川
政
元
記
』
合
綴
時
に
新
装
し
た
と
も
)
⑧
袋
綴

⑨
楮
紙

⑩
『
二
川

物
語

』
は
鳥

の
子
紙
、

『細
川
政
元
記
』

の
第

一
丁
お
よ
び

『
赤
沢
沢
蔵

軒

の
こ
と
』

の
第
十

か
ら
十

二
丁
ま
で
は
交
漉
紙
、
『
細
川
政

元

記
』

の

第

二
丁
か
ら

『
赤
沢
沢
蔵
軒

の
こ
と
』
の
第
九
丁
ま

で
は
楮
紙

⑪
遊
紙
な

し
、

『
二
川
物
語
』

30
丁

(『細
川
政
元
記
』
26
丁

・
『松
若
物
語
』
37
丁

・
『赤
沢

沢
蔵
軒
の
こ
と
』
12
丁
、
計
鵬
丁
)
⑫

9
行

⑬
漢
字
平
が
な
交

用
文

⑭
朱
引

・
朱
書

入

(同
筆
)
、

墨
書

入

(別
筆
。
合
綴
の

『赤
沢
沢
蔵
軒
の
こ
と
』
と
同

筆
)
⑮

「
彰
考
館
」

(瓢
型
朱
陽
刻
印
)
⑯
本
奥
書

、
「
天
文
廿
年

四
月

四
日

写
之
」
(
30
丁
表
)
、
「
此
書
物
山
崎
宗
鑑
法
師
所
持
候
/
秘
蔵
之
本
也
女
筆

之
趣

一
字

モ
/

不
違
書
写
者
也
/
名

判
/

不
見
」

(30
丁
裏
)
⑰

一
筆
。
『
細

川
政
元
記
』
第

一
丁
表
裏

お
よ
び

『
松
若
物
語
』

の
第

三
十
七
丁
表
裏

・

『
赤
沢
沢
蔵
軒

の
こ
と
』

の
第

一
丁
表

は
同
筆
。

こ
の
筆
が

『
二
川
物
語
』

と

『
細
川
政
元
記

』
の
墨
書

入
。
外
題
も
同

じ
筆

か
。
『
細
川
政
元
記
』
・

『松
若
物

語
』
(無
題
)
・
『赤
沢
沢
蔵
軒

の
こ
と
』
と
合
綴
。

本
書

は
鶴
崎

裕

雄
氏
に
よ

っ
て
翻
刻

さ
れ

て
い
る

(『
室
町
こ
こ
ろ
』
昭
和
五
十
三
年
九
月
、

角
川
書
店
)
。

②

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

『
二
川
物
語
』

本
書

は
ω

の
彰
考
館
本
を
明
治
十
八
年

に
謄
写

し
た
本
。

囲

『
細
川
政

元
記
』

〔

ω

尊
経
閣

文
庫
蔵

『
土
佐
国

下
書
状
案
文
』

①
三
-

一
四

(貴
重
書
)
②

一
巻

一
冊

③
室
町
後

期

写

(『尊
経
閣
文
庫
国

書
分
類
目
録
』
で
は

「
室
町
中
期
」
写
)
④

な
し

⑤

「
土
佐
国
下
書
状
案
文
」
・

「
松
若

の
物
語
」

(端
作
)
⑥
踟

×
躙

⑦
黄

土
色
無
地
紙
表
紙

(後
補
。
松

雲
公
時
代
に
改
装
か
)
⑧
袋
綴

⑨
楮

紙

(表
紙
改
装
時
の
も
の
)
⑩
斐
楮

交

漉

紙

(『土
佐
国
下
書
状
案
文
』
と

『
松
若
の
物
語
』
と
で
は
紙
質
が
や
や
異
な
る
)

⑪
遊
紙
尾

1
丁
、
本
文
墨
付

『
土
佐
国
下
書
状
案
文
』

18
丁

・

『
松
若

の

物
語
』

18
丁
、
計

36
丁

⑫

『
土
佐
国
下
書
状
案
文
』

10
行
、

『松

若

の
物

語
』

12
行

⑬
漢
字
平
が
な
交
用
文

⑭
墨
書
入
あ
り

(同
筆
か
)
⑮
な
し

⑯
奥
書
な
し
。
但
し
、
本
文

に
添
え
ら
れ
た
書
状

の
日
付

と
宛
名

は
次

の

と

お
り
。

「
永
正
五

下
村
五
郎
左

衛
門

入
道

正
月
十
目

宗
福
在
判

太
平
山
城
守
殿

御
宿
所

」

⑰
『
土
佐
国
下
書
状
案
文
』

と

『
松
若

の
物
語
』

は
各

一
筆
、
両
者
別
筆
。

但
し
、
同
時
代
筆
。
両
作

品
の
小

口
に
は
微
妙
な
異
和
感
が
看
取
さ
れ
る

し
み

の
で
、
後
世

に
合
綴

さ
れ

た
ら

し
い
が
、
染
が
共
通

し
て
い
る

の
で
、
前

田
家
所
蔵
以
前

に
合
綴

さ
れ

た
ら

し
い
。
続
群
書
類

従

巻

五

八

一
所

収

『細
川
大

心
院
記
』
と
同

じ
。
続
群
書
類
従
本

の
校
合
は
本
書

に
依
る
。

②

彰
考
館
蔵

『
細
川
政
元
記
』

コ

同
館
蔵

『
二
川
物
語
』

に
合
綴

(三
の
ω
参
照
)。
『
彰

考
館

図

書

目

録
』

　

(『国
書
総
目
録
』
も
)
に
は

「細

川
政

元
語
」

と
あ
る
が
、
「
語
」

は

「
記
」

一
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の
誤
り
。

㈲

静
嘉
堂
文
庫
蔵

『
細
川
政
元
記
』

①
七

二
i

三
六

②

一
巻

一
冊

③
文
化
七
年

(
天
δ
)
写

④
雲
母
引
き

題
簽

(原
か
)
「
政
元
記
中
山
信
名
自
筆
全
」

(「中
山
信
名
自
筆
」
は
別
筆
で
あ
ろ

ロ　リ

ヨ

う
)
⑤
「
細
川
政
元
記

全
」
(扉
題
)
⑥
聡

×
砥

⑦
肌

色

無

地

紙

表

紙

(原
か
)
⑧
袋
綴

⑨
鳥

の
子
紙

(巻
末
三
丁
と
同
じ
料
紙
)
⑩

斐
楮
交

漉
紙

。

巻
末
三
丁
鳥

の
子
紙

⑪
遊
紙
な
し
、
本
文
墨
付
17
丁

⑫

10
行

⑬
漢
字

片

カ
ナ
交

用
文

⑭

墨
書
入
あ
り

(同
筆
)
⑮

一
丁
表
右

上

「
色
川

参
中
蔵

書
」
(方
形
朱
陽

刻
印
)、
右
下

「
静
嘉
堂
蔵
書
」
⑯
添
状

の
日
付

と

宛

名

は
ω

の
尊

経
閣
文
庫
本

の
⑯

項
参
照
。
但
し
、
尊
経

閣
本

の

「
正
月
」
.

「
下
村
五
郎
左
衛
門

入
道
」

は
本
書

で
は

「
二
月
」
・
「
下
村
五
郎
左

衛

門

入
道
事

也
」
と
な

っ
て

い
る
。
十

七
丁
裏

に
以
下

の
識
語
、

「
右
細
川

政

元
記
文
化
七
年

庚
午

四
月
念

五
日
写

了
/
此
書
元
無

二題
号

一而
為
§
専
記

二

政

元
事

一
今
私

号
レ
之
云
レ
爾
/
政
元
者
書
中
所
謂

大
心
院
也
/
将
軍
家
歩

行
士

中

山
平

四
郎

源
信
名
」
⑰

一
筆
。
中
山
信
名
自
筆
本
。

ニ
ケ
所
頭

注

の
上

部
が
切

り
取
ら
れ
て
お
り
、

ま
た

一
ケ
所

一
字
切
り
落
さ
れ

て
い

る
。
こ
れ
は
綴

じ
る
際

に
上
部
が
截
断

さ
れ

た
こ
と

に
よ
る
も

の
。

㈲

静
嘉
堂

文
庫
蔵

『
細
川

大
心
院
記
』

①

七
ニ
ー

三
六

②

一
巻

一
冊

③
江
戸
末
期
写

④
表
紙
左
側

に
打
付
書

「細
川
大

心
院
記

一
名
細
川
政
元
記
/
瓦
林

政

頼

記
」
(「細
川
大
心
院
記
」
以
外

は
朱
書
。
朱
書
は
中
山
信
名
筆
か
)
⑤

「細
川
大

心
院
記

全
」

(扉
題
)
・
「
瓦

林

政

頼

記
」

(『
瓦
林
政
頼
記
』
の
巻
頭
に
朱
で
書
き
加
え
た
も
の
)

⑥
鰯

×

翻

⑦
浅
葱
色
布
目
紙
原
表
紙

⑧
袋
綴

⑨
本
文
共
紙

⑩
楮
紙

⑪
遊
紙

な
し
、
本
文
墨
付

『
細

川
大

心
院
記
』

13
丁
・『
瓦
林
政
頼
記
』

18
丁
、
計

31
丁

⑫

10
行

⑬
漢
字
片

カ
ナ
交
用
文

⑭
朱

・
墨

二
種

の
書

入

あ

り

(墨
書
入
は
同
筆
、
朱
書
入
は
別
筆
か
。
朱
書
入
は
外
題
の
朱
書
と
同
筆
)
⑮

一
丁

表
右
上

「
色
川
参
中
蔵
書
」

(方
形
朱
陽
刻
印
)
、
右
下

「
静

嘉

堂

蔵

書
」

⑯
添
状

の
日
付
と
宛
名

は
㈲
本
と
同
じ

⑰
全
冊

一
筆
。

⑤

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
加
越
能
文
庫

『
宗
福
状
』

①

一
六

・
八
二
ー
七
九

②

一
巻

一
冊

③
江
戸
初
期
写

か

④
表
紙
左
上

に
鳥

の
子
紙
無
地
原
題
簽

「
宗
福
状
/
松
若
物
語

全
」

(同
筆
)
⑤

「
土

　

ま

佐
国
下
書
状
案
文
」
・
「
松
若

の
物
語
」

(端
作
)

⑥

臥
×
a

⑦

梨
地
色
無

地
紙
原
表
紙

⑧
列
帖
装

⑨
本
文
共
紙

⑩
鳥

の
子
紙

⑪
遊
紙
首

-
丁
、

『
土
佐
国
下
書
状
案
文
』

17
丁
裏

・
『
松
若

の
物
語
』

27
丁
表
、
計

44
丁
表

⑫
両
作
品
と
も

13
行

⑬
両
作
品
と
も
漢
字
平
が
な
交
用
文

⑭
な
し

⑮

1
丁
表
右
上

に

「
古
斎
」

(円
形
朱
陰
刻
印
)、

44

丁
表
右
下

に

印
文
磨
滅

の
円
形
朱
陽
刻
印

⑯
『
土
佐
国
下
書
状
案
文
』
巻
末

(17
丁
裏
)
に
ω

の
尊

経
閣
文
蔵
本
と
同

一
の
本
奥
書
あ
り

⑰
全
冊

一
筆
。
『
松
若
物

語
』
と

の

合
集
本
。
今
枝
氏
旧
蔵
本
。

⑥

島
原
公
民
館
蔵
松
平
文
庫

『
松
若
物
語
』

①

一
九
-

二
五

②

一
巻

一
冊

③
江
戸
末
期
写

か

(
『闘
勵
松
平
文
庫
目
録
』

は
「
近
世
初
期
」
写
)
④
表
紙
左
上
隅

に
白
無
地
紙
題
簽
(後
補
か
)
「松

若

物

語
細
川
澄
元
合
戦
」

(別
筆
か
)
⑤
「
土
佐
国
下
書
状
案
文
」
(端
作
)
⑥
M

×
喊

リ
ム

ハソ
ム

⑦
紺

無

地

紙

表

紙

(原
か
)
⑧
袋

綴

⑨
薄

様

(遊
紙
も
同
じ
)
⑩
楮
紙

⑪
遊
紙
首
尾
各

1
丁
、
本
文
墨
付

『
土
佐
国
下
書
状
案
文
』
25
丁

・
『松
若

物
語
』
38
丁
、
計

63
丁

¶⑫
全
冊

8
行

⑬
漢
字
片

カ
ナ
交

用
文

⑭

墨
書

入
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あ
り

(同
筆
)

⑮
な
し

⑯
添
状

の
目
付
と
宛
名

は
㈲
本

と
同
じ

⑰

一
筆
。

ω

宮

内
庁
書

陵
部
蔵
続
群
書
類
従
原
本

『
細
川
政
元
記
』

①
四
九
三
ー

二

(巻
五
八

一
)

②

一
巻

一
冊

③
江
戸
末
期
写

④
表
紙
中

上

に
無

地
斐
紙
原
題
簽

「細

川
政
元

記
/

瓦
林
政
頼
記
」

(別
筆
)
、
左

に

単
郭
刷
り
題
簽

(後
補
)
「
続
群
書
類
従
五
百

八
十

一
」

(漢
数
字
は
外
題
と

政
元

同
筆
)

⑤
「
細
川
大
心
院
記
」
・
「
瓦
林
政
頼

記
」

(両
者
と
も
に
同
筆
の
朱
書

端
作
。
前
者
に
は

「
土
佐
国
下
書
状
案
文
力
」
、後
者
に
は

「松
若
物
語
力
」
の
注
記
。

げ

ヨ

い
ず
れ
も

塙
忠

韶

筆
)

⑥

L

×

翫

⑦
浅
葱
色
無
地
紙

原
表
紙

⑧
袋
綴

2

{-

⑨
本
文
共
紙

⑩
楮
紙

⑪

遊
紙

な
し
、

『細

川
大

心
院
記
』

17
丁
表

・
『
瓦

林

政
頼
記
』
25
丁
裏
、
計

41
丁
裏

⑫

10
行

⑬
両
者

と
も

に
漢
字
片

カ
ナ

交

用
文

⑭

朱
書

入
二
種
、

一
種

は
端
作

の
み
、

一
種

は
塙
忠
韶
筆

の
校

合
書

入

⑮

一
丁
表
右
中

「
温
故
堂
文
庫
」

(長
方
形
子
持
枠
朱
陽
刻
印
)
、
右

下

「
和
学
講
談
所
」

(長
方
形
子
持
枠
朱
陽
刻
印
)
、
申
上

「
宮
内
省
図
書
印
」

⑯
巻
末

に
朱
書
識
語
、

「
右
以
前
田
家

所
蔵
古
写
本
校
合
了
本
書

ハ
平
仮

.名

に
て
書
す
明
治
十

二
年

一
月
廿

二
日

塙

忠
韶
」
。
前

表
紙
右

側

に

朱

書

(塙
忠
韶
筆
)
、
「
コ
ノ
書
前
田

加
州

本
仮
字

書

ナ
リ
土
佐
国
下
書
状
案
文

ト
ア
リ
次

二
松

若

の
物

語

ト
ア
リ
現
名

ハ
何

レ

ニ
ョ
リ
テ
名

ツ
ケ
シ
ヤ
可

」
考
」

⑰

一
筆
。

『細

川
大
心
院
記

』
と

『
瓦
林
政

頼
記
』

の
合
集
本
。
前

コ

老
は
ω
本

で
、
後
者

は
五
の
ω
本

で
校
合
。

　

⑧

内
閣
文
庫
蔵

『
土
佐

国
下
書
状
案

文
』

①

一
六
九
-

二
二
六
。
本
書

は
明
治
年
間

に
ω

の
尊
経
閣
文

庫

本

を

謄

写

し
た
も

の
ら

し
く
、
題
名
も

「
土
佐
国
下
書
状
案

文
」
・
「
松

若

の
物

語
」

で
あ

る
。
貼
付
紙

に
以
下

の
識
語

(朱
書
)
、
「
此
書
細
川
政
元

記

ト

一
字

一
旬

ヲ
差

セ
ス
按

ル

ニ
コ
レ
モ
ト
政
元
家
/
臣
下
村
宗
福

ナ
ル
者
当

(紙
貼
付
)

時

ノ
形
勢

ヲ
記

シ
土
佐
国
守
[

凵
/
大
平
某

二
寄

ス
ル
所

ニ
シ
テ
確
乎

タ

ル
書
名

ナ
シ
故

二
題

シ
テ
土
佐
国
下
書
状
案
文

ト
云
フ
所
謂
政
元
記

ハ
後

世
其
本
/
文

二
適
中

セ
サ

ル
ヲ
以

テ
之

ヲ
改

ム
ル
耳
乃

チ
断

シ
テ
下
書
状

案
文

ヲ
以

テ
此
書

ノ
原
名

ト

ス
故

二
本
部
採
収

ス
ル
所

ノ
/

政
元
記

一
切

改

メ
テ
此
書
名

二
従

ハ
ソ

コ
ト
ヲ
要

ス
/

第

三
部
」
。
識

語

の

末

尾

に

「
館
」
・
「
森
」

の
三
文
判
様

の
朱
印
。

⑨

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

『
細
川
政
元
記
』

①

二
〇
四
〇

・四
i

一
〇

七

⑰
巻

末
の
識
語

、
「明
治

十
八
年

七
月
編
集
副

長
官
重
野
安

繹
関
東
六
県
出
張

ノ
時
水
戸
彰
考
館
文
庫
主
管
者
津

田
信
存

二
託

シ
其
館

本

ヲ
以
テ
謄

写

ス
」

と
、
『
二
川
物
語
』

と

『
細
川
政
元
記
』

コ

　

と

の
合
綴
状
態

か
ら
推

し
て
、

三
の
ー
の
彰
考
館
本

を
謄
写

し
た
も

の
と

　

く

考

え
ら
れ
る
。
但

し
、
同
書

の

『
二
川
物
語
』
巻
末

に
あ

る

「
此
書
物
」

云

々
の
本
奥
書
な

し
。
な

お
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

に

は

コ

一
川

物

語
L

の
書
名

で
も
う

一
本
所
蔵
さ
れ

て
い
る

.(
函
架
番
号
二
〇

四
〇
1

一

コ

三

一
)
が
、

こ
れ

は

『
瓦
林
政
頼
記
』

で
あ
る

(五
の
㈲
参
照
)
。

〕

〔

五

『
瓦
林
政
頼
記
』

〔
ω

尊
経
閣
文
庫
蔵

『
松
若
の
物
語
』

コ

ラ

コ

四

の
1
参
照
。
続
群
書
類
従
原
本

(
四
の
⑦
)

の
識
語

「
右
以
前

田
家
所

　

　

　

蔵
古

写
本
校
合

了
本
書

ハ
平
仮
名

ニ
テ
書

ス

明
治
十

二
年

一
月
十

二
日

塙
忠
韶
」

に
よ
り
、
本
書
が
続
群
書
類
従
本

の
校
合

に
使
用
さ
れ

た
こ
と

が
わ
か
る
。

②

金
沢

市
立
図
書
館
蔵
加
越
能
文
庫

『
松
若
物
語
』
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ヨ
ノ

コ

四
の
⑤
参
照
。
本
書

は
四
の
⑤

の
同
館
蔵

『
宗
福
状
』
(『
土
佐
国
下
書
状
案

　

　

文
』)
と
合
集

さ
れ

て
お
り
、
尊
経
閣
文
庫
よ
り
同
館

に
寄
託

さ
れ
た
本
。

従

っ
て

『
国
書
総
目
録
』

に
尊
経
閣
文
庫
蔵
と
し
て

二
本
挙

げ
ら
れ
て
い

る
の
は
誤
り

で
、
実
際

は
ω

の
み
が
尊
経
閣
文
庫

蔵
。

㈲

島
原
公
民
館
蔵
松
平
文
庫

『
松
若
物
語
』

コ四

の
⑥
参
照
。
外
題
は

「松
若
物
語

細
川
澄
元
合
戦
」

と
あ
る
が
、

内
題

は

　な
し

(合
集
さ
れ
た

『
土
佐
国
下
書
状
案
文
』
に
は
端
作
あ
り
)
。

ω

宮

内
庁
書
陵
部
蔵
続
群
書
類
従
原
本

『
瓦
林
政
頼
記
』

コ四
の
⑦

参
照
。

　
⑤

内
閣

文
庫
蔵

『
瓦
林
政
頼
記

』

①

二

一
八
ー

三
八

②

一
巻

一
冊

③
江
戸
末
期
写

④
「
摂
津
徴

巻

四
十
」

(子
持
枠
の
刷
り
原
題
簽
)
⑤
「
瓦
林
政
頼
記
」

(目
録
題

・
端
作
)

⑥
捌

×

協

⑦
水
色
地

に
墨

の
格
子
縞
紙
原
表
紙

⑧
袋
綴

⑨
本
文
共
紙

⑩
楮
紙

⑪

遊
紙
な

し
、
本
文
墨
付

19
丁
表

⑫

10
行

⑬
漢
字
平
が
な
交
用
文

⑭
な

し

⑮

一
丁
表
右
上

に
長
方
形
朱
陽
刻
印
、
そ

の
横

に

「
日
本
政
府
図
書
」

⑯
な
し

⑰

一
筆
。
十
九
丁
表
よ
り

『
瓦
林
政
頼
記
』

と
は

一
行
分
余
白

を
置

い
て

「
赤
沢
沢
蔵
軒
」

の
伝
が
記
さ
れ

て
い
る

(
24
丁
裏
ま
で
)。

「
摂

津
徴
」

は

「
大
阪
浅
井
幽
清
稿
」

の
、

目
録
と
も

一
四
八
冊
に
及
ぶ
叢

書
。
本
書
は
そ

の
第
四
十
冊
で
、

『
野
田
福
島
合

戦
記
』
・
『荒

木
略
記
』

と
合
集
。

⑥

静

嘉
堂
文
庫
蔵

『
瓦
林
記
』

コ四

の
㈲

の
同
文
庫
蔵

『
細
川
大

心
院
記
』
と
合
集
。
同
項
参
照
。

　

ω

静
嘉
堂

文
庫
蔵

『
正
頼
記
』

①
七
二
ー
三
六

②

一
巻

一
冊

③
文
化

七
年

(
穴
δ
)
写

④
表
紙
左
上

に
雲
母
引

き

紙

題

簽

(後
補
)
「
正
頼
記

中
山
信
名
筆
全
」

(別
筆
)

⑤
な

ま

コ

し

⑥

襯

×
鳳

⑦
肌
色
無
地
紙
表
紙

(原
か
。
四
の
固
本
と
同
じ
)
⑧
袋
綴

　

⑨
斐
楮
交
漉
紙

(本
文
料
紙
の
一
部
と
同
じ
)
⑩
巻
頭

三
丁

鳥

の
子
紙
、

そ

の
後

は
斐
楮
交
漉
紙

⑪
遊
紙
な

し
、
本
文
墨
付

25
丁
表

⑫

10
行

⑬
漢

字
片

カ
ナ
交
用
文

⑭
墨
書

入
あ
り

(同
筆
)
⑮

一
丁
表
右
上

「
色
川
参
中

蔵
書
」

(方
形
朱
陽
刻
印
)
、
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
⑯

二
十
五
丁
表
に
以
下

の
識

語
、
「
右

一
冊
失
題
号
蓋
当
時
記
録
之
残
欠
也
但
始
末
専
記
/
瓦
林

正

頼

幕
下
歩
行
隊
士

事
故
号

云
正
頼
記
/
文
化
七
龍
集
庚
午
秋
七
月
日

中
山
平
四
郎
源

(
花

押
)
」
⑰

一
筆
。
中
山
信
名
自
筆
本
。

⑧

彰
考
館
文
庫
蔵
無
題
本

コ三
の
ω
参
照
。
内

・
外
題
な

し
。

　

幻

『
不
問
物
語
』

〔
ω

尊
経
閣
文
庫
蔵

『
不
問
物
語
』

①

二
二
ー

二

(貴
重
書
)
②

二
巻

一
冊

③

室
町
末
期
写

④

な
し

⑤

「
不

問
物
語
上
(
下
)
巻
目
録
」
.(
目
録
題
)
⑥

"

×

脯

⑦
黒
鉄
色
無

地
紙
表
紙

0∠

0乙

コ(一
の
ω

『
九
郎
澄
之
物
語
』
と
同
じ
近
代
に
改
装
)

⑧
袋
綴

⑨
本
文
共
紙

　
⑩
楮
紙

⑪
遊
紙
尾
1
丁
、
上
巻

22
丁
裏

・下
巻

22
丁
表
、
計

44
丁
表

⑫

15

行

⑬
漢
字
片

カ
ナ
交
用
文

⑭
墨
書

入
あ
り

(同
筆
と
別
筆
二
種
の
計
三
筆
)

⑮

な
し

⑯
奥
書
な

し
。
扉

裏

に

「
此
草
紙
嵯
峨
僧
之
果
真
正
と
言
人
作

也
」

(別
筆
本
文
書
入
の
一
筆
と
同
筆
か
)、

包
紙

に
松
雲
公
筆

で
、

「
古
本
下

雑
史
/
不
問
物
語
豼
蔚
騰
雛

一
冊
/
真
正
者
嵯
峨
人
也
/
未
詳

始
末

姑
俟
他

日
」
と
あ
る
。
「
真
正
」

は
未
詳

⑰

一
筆

。
本

書
は

『跡

見
学
園
女
子
大
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学
紀
要
』
第
十
六
号

(昭
和
五
十
八
年
三
月
)
に
翻
刻
。

②

尊
経
閣
文
庫
蔵

『
不
間

物
語
』

①

二
二
ー

=

一(貴
重
書
)
②

下
巻

一
冊

③
室

町
末
期
写

④
な

し

⑤
「
不

問
物
語
下
」
(扉
題
)
・
「
不
問
物

語
下
巻
」

(目
録
題
)
⑥

獅

×

慨

⑦
黒
鉄

色
無
地
紙
表
紙

(ω
本
の
同
項
参
照
)
⑧
袋
綴

⑨
楮
紙

⑩

楮
紙

⑪
遊
紙

尾

1
丁
、
本
文

墨
付

33
丁
裏

⑫

10
行

⑬
漢
字
平
が
な
交
用
文

⑭
朱

・

墨
書

入
あ
り

(同
筆
)。
貼
紙

に
朱
書

(別
筆
)
⑮
な

し

⑯
奥
書
な
し
。
前

扉
右
下
隅

に

「
心
蓮
院
」
と
墨
書

(同
筆
)
、
ま

た
、
包
紙

に

松

雲

公

筆

で
、
「
古
書
中

史

心
蓮
/
不

問
物

語
下

一
冊

吐
儲
翻
」
。
「
心

蓮

院
」

は
仁
和
寺
塔
頭

⑰

一
筆
。
目
録
と
巻
末

に

一
丁
分

の
欠
丁
あ
り
。
な
お
、

本
書
と
前
掲
本
と

は
兄
弟
関
係
を
な
す
。

'

㈹

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本

本
書

は
明
治
十
八
年

、
ω

の
尊
経
閣
文
庫
本
を
謄

写
し
た
本
。

匂

『
細
川
両
家
記
』

〔
ω

国
立
国
会
図
書
館
蔵

『
細
川
両
家
聞

見
事
記

』

①

一
三

一
ー

五

一

②

一
巻

一
冊

③
貞
享

五
年

(
ニ
ハ八
八
)
写

(吻
の
識
語
に

よ
る
)
④
表
紙
左
上

に
鳥

の
子
紙
無
地
題
簽

(後
補
か
)
「細

川
両
家

聞

見

事
記
」

(別
筆
)
・
「
細
川
両
家
記
」

(小
口
。
別
筆
)
⑤

「
細
川
両
家
聞

見

事

む

　

記
」
(端
作
)
⑥

脈

×

鳳

⑦
焦
茶
色
無
地
紙
原
表
紙

⑧
袋
綴

⑨
本
文
共

紙

⑩
楮
紙

⑪
遊
紙
な

し
、
本
文
墨
付

53
丁
表

⑫

9
行

⑬
漢
字
平
が
な

交
用
文

⑭
墨
書

入
あ
り

(同
筆
)
。
青

の
不
審
紙
貼
付

⑮
本
文

一
丁
表
右

中

「
岡
山
学
校

」
(方
形
朱
陽
刻
印
)
、
右

下

「明
治

九
年

文

部

省

交

付
」

(長
方
形
朱
陽
刻
印
)
、
左
上

「
東
京
書
籍
館
/
明
治

五
年
/
文
部
省
創

立
」

(
こ
の
横
書
印
文
を

「↓
○
内
HO
い
田
"
〉
男
網
国
O
d
2
∪
国
O
切
鴫
髯
O
Z
切
d
ω
国
O年

μ
。。
鵡
」
で
囲

っ
た
円
形
朱
陽
刻
印
)
⑯

25
丁
裏

に
本
奥
書
、

「
天
文
十
九
庚
戌

卯

月
生
嶋

宗
竹
斎

六
十
九
歳
/
時
書
之
自
是
已
後
者
依
老
耄
不
記
者
也
」
、

53
丁
表

に

「
○
河
内
飯
盛

の
城

に
て
三
好
長
慶
都

の
宗
養
紹
巴
/

召
連

て

/
す

玉
き

に
ま

し
る
あ

し
の

一
む
ら
/
ふ
る
沼

の
あ
さ
ぎ
か
た
よ
り
野
と

成

て
」
と

あ
る

⑰

一
筆
。
次

の
②
本

の
上
巻
を
な
す
本
。

②

国
立
国
会
図
書
館
蔵

『
細
川
両
家
後
之
巻
』

②

・
③

・
⑥

・
⑦

・
⑧

・
⑨

・
⑩

・
⑫

・
⑬

・
⑭

・
⑮
項

は
前
掲
ω
本
と

同
じ
。

へ剥
落
)

①

一
三

一
ー
五

二

④

表
紙
左
上
に
ω
本

と
同
じ
題

簽

「細
川

両
家
[
凵

全
」

(ω
本
の
題
簽
文
字
と
同
筆
)
・
「細

川

両

家
後
記
」

(小
ロ
。
ω
本
の
小
口

文
字
と
同
じ
)
⑤

「
細
川
両
家
後
之
巻
」

(端
作
)
⑪
遊
紙
な

し
、
本
文
墨
付

43
丁
裏

⑯
43
丁
表

(巻
末
)
に
本
奥
書
、
「
細
州
両
家

に
成

し
由
来

こ

の

か
た

の
事
永

正
元
甲
子
/
年

よ
り
天
文
十

九
庚

戌
年
迄
凡

四
十
七
年
之
間

後

記
之
/

し

て

一
巻

の
書
と
成

ぬ
そ
れ
よ
り

。
は
老
耄
に
依

て

(
43
丁
表
終
)

是
を
し
る
さ

N
り
し
処

に
其

次
を

難

去

所

望

二
候
依

て
/
天

文

二

十

辛

三
月

年

。
亥
以
来
の
事

し
と
ろ
に
書
付
申
候
/
元
亀

四
癸
酉
年

。
生
嶋
宗
竹
九

十
二
歳
書
之
畢
」

(「辛
し
「
三
月
」
の
書
入
は
大
丈
斎
筆
)
。
こ
の
後

一
行
分
余

白

を
置

い
て
以
下

の
識
語
、
「
右
細
川
両
家

聞
見
事
記

并
細
川

両
家

後

之

ノ

ニ

タ

リ

巻
元
本
在
二
/
増

田
氏
家

一貞
享
五
戊
辰
年

二
月
得
レ
見
二
此
書
於
同
重
/

氏

ニ

ル

ヲ

ニ

シ
テ

ニ

家
一同
重
氏
借
二之
於
増
田
氏
一者
也
元
本
字
様
枯
槁

真
百
/
歳
翁
之
筆
蹟

シ
テ

ニ

ル

也
余
偈
将
レ
有
ン
考
二
近
世
之
事
一
故
階

二
同
重
氏
一/
借
レ
之

同
年
同
月

廿

四

日
写
之
畢

大

丈
斎
主
人
」
。

「大
丈
斎

主
人
」

は
未
詳
。
本
書

は
ω
本
と
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同
様

「
大

丈

斎

主

人
」

の
手

に
よ

っ
て
書
写
さ
れ
た
本

で
、
ω
本

が
上

巻
、
本
書
が
下
巻
を
な
す
。

③

内
閣
文
庫
蔵

『
細
川
両
家

に
成
始
以
来
聞
見
事
記
』

①

一
五
五
-

三
七

一

②

二
巻

一
冊

③
江
戸
初
期
写

④
表
紙
左

に
打
付

書

「
三
好
記
」

(後
筆
)
⑤
「
細
川
両
家
仁
成
始
以
来
聞

見

事

記
」

(端
作
)

⑥

獅

×

期

⑦
薄
茶
色
無
地
紙
原
表
紙

⑧
袋
綴

⑨

本
文
共
紙

⑩
鳥

の

子
紙

⑪
遊
紙
な

し
、
本
文
墨
付

84
丁
裏

⑰

10
行

⑬

漢
字

片
カ
ナ
平

が

な
交

用
文

⑭
墨
書

入

(同
筆
)
・
朱
書

入

(別
筆
か
)
⑮

前
表
紙
右

上

(巻

末
に
も
)
「
昌
平
坂
学
問
所
」
(長
方
形
黒
色
陽
刻
印
)
、

一
丁
表
右
上

「林
氏

蔵
書
」

(方
形
朱
陽
刻
印
)
、
右
中

「
浅
草
文
庫
」
(長
方
形
子
持
枠
朱
陽
刻
印
)、

右
下

「
弘
文
学

士
院
」

(長
方
形
朱
陰
刻
印
)
、
中

上

「
日
本
政
府

図
書
」
⑯

(戌
)

上
巻
巻
末

(47
丁
表
)

に
、

「
天
文
十
九
年

庚
戊
卯
月
日

生
嶋
宗
竹

従
是
以
後

ハ
依
老
耄

不
記
者
也

六
十
九
歳
時
書
」
、

下

巻
巻
末

(84
丁
裏
)
に
、
「
元
亀

四
年

癸
酉

三
月
永
日
春
椛
書
之
長
生
九
十

二
歳
也
」

の
本
奥
書
、

ま
た
下
巻
巻
頭

に
五
字
分
位
下
げ

で
、

「
細
川
両
家
仁
成
始

以
来
之
事
永
正
元
甲
子
年

ヨ
リ
天
文
十
九
庚
戌
年
迄
記
分
凡
四
十
七
年

間

一
巻
在
之
其
以
後
依

老
耄

不
記
之
処

二
此
次

ヲ
難
去
依
所
望
又
天
文
廿
年

辛
亥
以
来
之
事
荒

々
書
置
申
候
」

の
識
語
あ
り
⑰

一
筆
。
茶
色
と
黄
色

の

不
審

紙
貼
付
。

㈲

内
閣
文
庫
蔵

『
細
川
両
家

に
成
始
以
来
聞
見
事
記
』

①
特

二
八
i

四

②

二
巻

二
冊

③
享
保
頃
写

④
表
紙
左

に

子

持
枠
刷
出

し
題

簽
に
墨
書

「
細
川
両
家
記
上

(下
)
」
(別
筆
)
⑤
「
細
川
両
家

二

成

始

由
来
聞
見
事
記
」
(端
作
)
⑥
蹴

×

捌

⑦
浅
葱
色
無
地
紙
表
紙

(後
補
か
)

⑧
袋
綴

⑨
楮
紙

(後
補
)
⑩
楮
紙

⑪
遊
紙
首

1
丁
、
上
巻

72
丁
裏

・
下
巻

52
丁
裏

⑫

8
行

⑬
漢
字
平
が
な
交
用
文

⑭

朱

・
墨
二
種

の
書

入
あ
り

(同
筆
)

⑮
前
表
紙
見
返
し
左
下

「
日
本
政
府

図
書
」
、

一
丁
表
右
上

「
秘

閣
図
書
之
章
」
、
右
下

「
内
閣
文
庫
」
⑯

群
書
類
従

『細

廻

両

家
記
』

の

奥
書

に
同
じ

⑰

一
筆
。

㈲

内
閣
文
庫
蔵

『
細
川
両
家
に
成
始
以
来
聞
見
事
記
』

①
特
四
九
i

二

②

二
巻

二
冊

③
江
戸
中
期
写

④
表
紙
左
上

に
無
地

紙
題
簽

(原
か
)
「
二
川
分

流
記

上
(下
)」

(同
筆
か
)
⑤
「
二
川

分

流

記

上

(
下
)
巻
」
(扉
題
。
同
筆
か
)、

「細
川
両
家
仁
成
始
以
来
聞
見
事
記
」
(端
作
)

⑥

篇

×

跚

⑦

渋
引

き
紙
原
表
紙

⑧
袋
綴

⑨
本
文
共
紙

⑩
楮
紙

⑪
遊

2

1

紙
な
し
、
上
巻
35
丁
裏

・
下
巻

35
丁
裏

⑫

10
行

⑬
漢
字
片

カ
ナ
交
用
文

⑭
朱

・
墨
書
入
あ
り

(同
筆
)
⑮
前

表
紙
右
下

「昌
平
坂
」
、
前
扉
裏
左
下

貼
紙

「
日
本
政
府
図
書
」
、

一
丁
表
右
上

「
秘

閣
図
書

之

章
」
、
そ

の

下

「
日
本
政
府
図
書
」
、

右
上

「
秘
閣
図
書

之
章
」

⑯
本
奥
書

は

③

本
と
同

じ
。
下
巻
巻
末

に

コ
兀
亀
四
年
」

に
続

い
て
、

「文
明
九
年
己
酉
正

月

中

旬

肇

」
の
本
奥
晝

そ
墾

麸

、
「文
明
当
麑

文
諄

鸚

生
寛

永
十
二
年
薨
宝
永
元
年
寛
文
九
年

為
正
三
位
左
中
将
文
明
九
年
去
寛
文

九
年
百
卆

二
年
驀

誤
次
矣
」
の
識
語
貼
付

(戮

臓
在
轟

時
L
覺

文
九
年
時
非
参
議
正
三
位
、

元
禄

十
七
年

(宝
永
元
)

三
月
十

日
薨
、
前

権
大
納
言
正

二
位
、

七
十
歳

(
『公
脚
補
任
』)
⑰

一
筆
。

⑥

国
立
国
会
図
書
館
蔵

『
二
川
分
流
記
』

①

一
三

二
!

↓
六
三

②

二
巻

二
冊

③
江
戸
中
期
写

④
表
紙
左

上

に
子

持
枠
刷
り
楮
紙
原
題
簽

三

川
分
流
記
黜

裹

記
梨

ス
ニ
止
)」

(同
筆
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か
)
⑤

「細
川
両
家
仁
成
始
以
来
聞
見
事
記
」

(上
巻
端
作
)
・
「
二

川

分

流

記
巻
之
上

(下
)
」

(上
巻
尾
題

・
下
巻
端
作
)
・
「
二
川
分
流
記
下
終
」

(
下
巻

尾
題
)
.
「
細
川
分
流
記

(
丁
付
)
」
(柱
)
⑥
魏

×

加

⑦
浅
葱
色
無

地
紙
原

表
紙

⑧
袋
綴

⑨

本
文
共
紙

⑩

楮
紙

⑪
遊
紙
下
巻

の
み
尾

1
丁
、
上
巻

44
丁
裏

.
下
巻

41
丁
表

⑫

10
行

⑬
漢
字
片

カ
ナ
交
用
文

⑭
墨
書

入
あ

り

(同
筆
)
⑮

一
丁
表
右
上

に
東
京
書
籍
館
印

(ω
の
⑮
参
照
)
、
右
中

「
明
治

九
年
文

部
省
交
付
」
⑯
上
巻
巻
末

に
本
奥
書
、
「
天
文
十
九
年

厳

四
月

日
」
、

下
巻
巻

頭
に
識

語
、
下
巻
巻
末

に
本
奥
書

(㈲
の
⑯
参
照
)
、

そ

の
後

一
行

分

余
白

で
、
「
三
好
左
京
大
輔
義
綱

ハ

一
存
之
子
也
為
二
長
慶
養
子

一
也

一

川
民
部
大
輔

一
存

ノ
子
名
乗
不
知
」

と
墨
書

⑰

一
筆
。

Gり

宮
府
庁
書
陵
部
蔵

『
三
好
記
』

①

二
五
九
-

一
一
四

②

二
巻

一
冊

③
江
戸
初
期

写

④

表
紙

左
上

に
鼠

色
地
唐
紙

に
金
泥

の
草
模
様
描
き
題
簽

(原
か
)
「
三
好

記

全
」

(別
筆
か
)

⑤
「
細
川
両
家
仁
成
始
以
来
聞
見
事
記
」

(端
作
)
⑥

粫

×

獅

⑦
浅

葱

色

無

地
紙
原
表
紙

⑧

袋
綴

⑨
本
文
共
紙

⑩
鳥

の
子
紙

⑪
遊
紙
首
尾
各

1

丁
、
76
丁
裏

(上
巻
43
丁
表
ま
で
、
下
巻
43
丁
表
よ
り
76
丁
裏
ま
で
)
⑫

10
行

⑬
漢
字
平
が
な
交
用
文

⑭
な
し

⑮

一
丁
表
右
上

「
諸
陵
寮

之
章
」

(長

方
形
朱
陽
刻
印
)、

そ
の
左
横

「
図
書
寮

印
」

(方
形
朱
陽
刻
印
)
⑯
本

奥

書

コ

は
㈲
本

に
同
じ

⑰

一
筆

。
七
の
諸
伝

本
中
、
本
書
が
最
古
写
本
。

　

⑧

内
閣
文
庫
蔵

『
細
川
両
家
に
成
始

以
来
聞
見
事
記
』

①

一
六
六
-

三
〇

七

②

二
巻

二
冊

③
安
永

四
年

(
毛
七
五
)
写

④
表
紙

左
上

に
無
地
紙
原
題
簽

「聞
見
事
記
」

(別
筆
)
⑤
「
聞
見
事
記
上
(
下
)
巻
」

(扉
題
。
同
筆
)、
「
細

川
両
家

に
成
始
由

来

聞

見

事

記
」
(上
巻
端
作
)
⑥

ま

ロ

皿

×

鳳

⑦
浅
葱
色
無
地
紙
原
表
紙

⑧
袋
綴

⑨
本
文
共
紙

⑩
楮
紙

⑪

遊
紙
な

し
、
上
巻

43
丁
裏

・
下
巻

37
丁
裏

⑫

10
行

⑬
漢
字
平
が
な
交

用

文

⑭
墨
書

入

(同
筆
)
・
朱
書
入
あ
り

(別
筆
か
)
⑮
扉

一
丁
表
右
上

「書

籍
館
印
」
(方
形
朱
陽
刻
印
)、

右
下

「
浅
草
文
庫
」

(長
方
形
子
持
枠
朱
陽
刻

印
)
、
中
下

「
潮
月
樓
」

(方
形
朱
陽
刻
印
)
、

本
文

一
丁
表
右
上

「
日

本

政

府

図
書
」
、
右

下

「和

学
講
談
所
」

(長
方
形
子
持
枠
朱
陽
刻
印
)
、
下
巻
最
終

丁
裏
奥
書

の
下
部

に

「源
印
高
敬
」

(方
形
朱
陰
刻
印
)
、
そ

の
下

「放
舟

五

湖
」
(方
形
朱
陰
刻
鋸

晦

本
塁

.
は
③
本
に
同
じ
.
下
巻
最
終
丁
表
に
、

「蘇
本
書
不
考
削
不
讌
謄
黷
奉
之
/
寛
文
蘚
年
文
月
日

戸
次
氏
頼
重
/

元
禄
+
三
」
、

裏

に

「案

四
乙
未
歳

五
月

二
日
∠

(
切
除
)
羲

写
」

の

奥
書

⑰

一
筆
。

㈲

内
閣
文
庫
蔵

『細
川
両
家
に
成
始
以
来
聞
見
事
記
』

①

一
五
五
i

一
七
二

②
二
巻
一
冊

③
江
戸
末
期
写

④
表
紙
左
上
に
紙

題
簽
(後
補
)
「細
川
記
三
好
覚
書
/
足
利
義
冬
/
三
好
記
并
三
好
別
記
」、

鋩

鍵

麟

壁

細
川
両
家
見
肇

記
/
ご一好
記

同
別
記
/
足
利
華

冬
并

一

一
」

(別
筆
)
⑤
「
三
好
記

三
好
別
記

足
利
義

冬

并

三
好

覚
書
」

(扉
題
。
別
筆
)
・
「
細
川
両
家
仁
成
始
以
来
聞
見
事
記
」
(上
巻
端
作
)

⑥

魏

×

脱

⑦
渋
引
き
紙
原
表
紙

⑧
袋
綴

⑨
本
文
共
紙

⑩
楮
紙

⑪
遊

紙
な

し
、

65
丁
裏

⑫

11
行

⑬

漢
字

平
が
な
交

用
文

⑭

墨
書

入
あ
り

(同

筆
)

⑮
前
表
紙
見
返

し
左
下

「
日
本
政
府
図
書
」
(貼
付
紙
に
押
印
)
、
扉
表

右

下

「
矢
島
文
庫
」

(長
方
形
子
持
枠
朱
陽
刻
印
)
、
そ

の
下

「
岡
谷
蔵
書

」

(長
方
形
朱
陽
刻
印
)
、

一
丁
表
右
上

「
修
史
館
図
書
印
」

(方
形
朱
陽
刻
印
)
・

そ

の
下

「
日
本
政
府
図
書
」
、
巻
末
右
下

「待
賈

堂
」

(楕
円
形
双
郭
朱
陽
刻
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印
)

⑯
本
奥
書

は
③
本

に
同
じ
。
扉
裏

の
貼
付
紙

に

「細

川
両
家

二
成
始

以
来
見
聞
事
記

二
巻

邸
斯
閣
本

二
川
分
流
記

ト
同
書
但
分
流
記

ハ
片
仮
名

ニ
テ
記

セ
リ
」
、
巻
末

(64
工
畏
)

の
貼
付
紙

に

「
上
巻

ノ
末

二
天
文

十
九

年
庚
戌
卯
月
日
生
島
宗
行

六
十
九
歳
時
書

ト
ア
リ
年

暦

ヲ
推

ス

ニ
元
亀

四

年

ハ
宗
行
九
十

二
歳

ナ
リ
」
の
識
語
(朱
書
。
別
筆
。
修
史
館
員
記
す
と
こ
ろ
)
。

本
書

は
他
書

の

「
宗
竹
」
を

「
宗
行
」
と
す
る
。

『
阿
州
将
裔
記
』
巻
末

(
全
冊
の
巻
宋
)
に

「越
智
直

澄
」

の
署
名

(同
筆
)
。
「
越
智
直
澄
」

は
宮

内
庁
書
陵
部
蔵

『
椿
亭
叢
書
』

の
編
者
。
巻
末
左
下
隅

に

.「
一
百
葉
」
と

墨
書

し
、
「
閲
」
印
あ
り

⑰

一
筆
。

『
三
好
別
記
』
・
『
阿
州
将
裔
記
』

と

合
集
。

⑧

慶
応

義
塾
大
学
図
書

館
蔵

『
二
川
分
流
記

』

①
二

一
五
ー

=

三
八
-

二

②

二
巻

二
冊

③

江
戸
中
期
写

④
表
紙
左

上

に
水

辺
模
様
描
き

の
鳥

の
子
紙
原
題
簽

「
二
川
分
流
記
上

(下
)
」
(同
筆

か
)
⑤

「
細
川
家
仁
成
始
以
来
聞
見
事
記
」

(上
巻
端
作
)
⑥
"

×

衂

⑦

　

　

浅
葱
色
無
地
紙
原
表
紙

⑧
袋
綴

⑨
本
文
共
紙

⑩
楮
紙

⑪

遊
紙

首
尾

各

1
丁
、
上
巻

64
丁
裏

・
下
巻
54
丁
裏

⑫

8
行

⑬
漢
字
片

カ

ナ
交

用
文
。

下
巻
後

半

は

漢
字
平
が
な
交
用
文

⑭
朱

・
墨
書

入
あ
り

(同
筆
。
朱
は

一

ケ
所
)
⑮

一
丁
表
右

下

「幸

田
成

友
」

(長
方
形
双
郭
朱
陽
刻
印
)
、
そ

の
左

横

「
慶
応
義
塾

図
書
館
蔵
」
⑯
本
奥
書

は
㈲
本

に
同

じ
。
幸

田
成
友
旧
蔵

本
。

ω

彰
考
館
蔵

『
二
川
分
流
記
』

①

丑
部

二
六
ー
〇

一
九

一
五

②

二
巻

一
冊

③
江
戸
中
期
写

④
表
紙
左

上

に
打
付
書

「
二
川
分
流
記
」
(後
筆
か
)
⑤

「
細
川
家
仁
成

始
以
来
聞
見

事
記
」

(端
作
)
⑥
魏

×

獅
～
駈

⑦

渋
引

き
紙
原
表
紙

⑧
袋
綴

⑨
楮
紙

⑩
斐
楮
交
漉
紙

⑪
遊
紙
な
し
、
上
巻

43
丁
表

・
下
巻

35
丁
裏
、

計

78
丁

裏

⑫

10
行

⑬

漢
字

片
カ

ナ
交
用
文

(下
巻
に
は
平
が
な
散
見
)

⑭
朱

・
墨

書

入
あ
り

(同
筆
)
⑮

一
丁
表
右
下

「
彰
考
館
」
(瓢
形
朱
陽
刻
印
)
⑯
本
奥

書

は
㈲
本

に
同
じ

⑰

一
筆

。
『
彰
考
館
図
書
目
録
』

に
は

「
浅
羽
本
」
と

注
記
。

謝

加
賀
市
立
図
書
館
蔵
聖
藩
文
庫

『
続
太
平
記
』

①
古
戦
記

二
三
五

②

二
巻

二
冊

③
江
戸
中
期

写

④
表
紙
左

上
に
布

目

模
様

に
金
泥

の
草
花
模
様
描
き
紙
原
題
簽

「続

太
平
記
上

(
下
)
」
(同
筆
か
)

⑤
「
細
川
両
家

二
成
始
以
来
聞
見
事
記

上

か
骼
血
脚
剛
論
末
記
」

(上
巻
端
作
)

　

ア

⑥
怨

×

凪

⑦
黄

土
色
無

地
紙
原
表
紙

⑧
袋
綴

⑨
本
文
共
紙

⑩
斐
楮

交
漉
紙

⑪
遊
紙

な
し
、
上
巻

55
丁
表

・
下
巻

41
丁
裏

⑫
上
巻

9
行

・
下

巻

10
行

⑬
漢
字
平
が
な
交
用
文

⑭
墨
書
入
あ
り

(同
筆
)
⑮

一
丁
表
右

上

「
錦
城
小
学
校
印
」

(長
方
形
朱
陽
刻
印
)
⑯
本
奥
書
は
㈲
本

に
同
じ

⑰

一
筆
。

囘

加
賀
市
立
図
書
館
蔵
聖
藩
文
庫

『
細
川
始
末

記
』

①
古
戦
記
三
九
〇

②

二
巻

二
冊

③
元
禄
頃
写

④
薄
縹
色

地

に

鼠

色

の
麻

の
葉
模
様
刷
り
原
題

簽

「
細
川
始
末
記
乾

(坤
)
」

(同
筆
)

⑤
「
細
川

両
家
始

末
記
上

(下
)
細
川
両
家
二
成
始
以
来
聞
見
事
記
」
(端
作
。
下
巻
は
小
書
な
し
)

⑥

脱

×

㎜

⑦
薄
茶
色
無
地
紙
原
表
紙

⑧
袋
綴

⑨
本
文
共
紙

⑩
斐
楮

交
漉
紙

⑪
遊
紙
な

し
、
上
巻

63
丁
表

・
下
巻
57
丁
裏

⑫

8
行

⑬
漢
字

片

カ
ナ
交
用
文

⑭
墨
書

入
あ
り

(同
筆
)
⑮

一
丁
表
右
上

「錦
城
小
学
校

印
」
⑯
本
奥
書

は
㈲
本
に
同
じ

⑰

一
筆
。

一
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禰

加
賀
市
立
図
書
館
蔵
聖
藩
文
庫

『
二
川
分
流
記
』

①
古
戦
記
三
九
二

②
二
巻
二
冊

③
江
戸
中
期
写

④
表
紙
左
上
に
青
磁

色
地
に
上
方
紅
葉
下
方
雷
紋
繋
ぎ
刷
り
紙
原
題
簽
「
二
川
分
流
記
上
(下
)」

　ラ

　

(別
筆
か
)
⑤
「細
川
家
仁
成
始
以
来
聞
見
事
記
」
(上
巻
端
作
)
⑥
皿

×
鳳

⑦
白
茶
色
地
に
草
花
模
様
刷
り
紙
原
表
紙

⑧
袋
綴

⑨
本
文
共
紙

⑩
楮

紙

⑪
遊
紙
首
尾
各
1
丁
、
上
巻
64
丁
裏
・
下
巻
54
丁
裏

⑫
8
行

⑬
漢

字
片
カ
ナ
交
用
文

(下
巻
に
平
が
な
散
見
)
⑭
墨
書
入
あ
り
(同
筆
)
⑮

一
丁

表
右
上

「錦
城
小
学
校
印
」
⑯
本
奥
書
は
㈲
本
に
同
じ

⑰

一
筆
。

捌

尊
経
閣
文
庫
蔵

『正
禄
間
記
』

①
三
-
九
六

②
二
巻
二
冊

③
元
禄
享
保
頃
写

④
表
紙
左
上
に
打
付
書

「
正
禄
間
記
乾
(坤
)」
(同
時
代
筆
な
が
ら
別
筆
か
)
⑤
「正
禄
間
記
上
(下
)」

(端
作
)
⑥
時

×
傭

⑦
薄
鶯
色
地
に
花
唐
草
模
様
雲
母
引
き
紙
原
表
紙
⑧

9
D

O
∠

袋
綴

⑨
本
文

共
紙

⑩
楮
紙

⑪
遊
紙
首
尾
各

1
丁
、
上
巻

50
丁
表

・
下

巻
40
丁
表

⑫

10
行

⑬
漢
字
平
が
な
交
用
文

⑭
墨
書

入
あ
り

(同
筆
か
)

⑮

一
丁
表
申
上

「
学
」

(円
形
朱
陽
刻
印
)、
右
下

「
石
川
縣
観
光
博
物
館
図

書
之
印
」

(長
方
形
朱
陽
刻
印
)

⑯
奥
書

な
し
。

上
巻
前
表
紙

に
識
語
貼
付

(松
雲
公
筆
?
ウ
、
「
此
書
文
拙
候
得
共
古

日
記

な
と
取
集
書
記
擬
作
之
様

二

茂
不
相
見
候
得
共
林
家
江
見
せ
申
候
処
保
暦

間
記
の
ま
ね
に
て
偽
作
与
被

申
越
候
間
先
滑
耀
江
入
置
追
而
実
記
与
見
合
可
証
真
偽

者
也
」
⑰

一
筆
。

同

神
宮
文
庫
蔵

『
正
禄
間
記
』

①

八
七
四
(
特
別
本
)
②

二
巻

二
冊

③
江
戸
初
期

写

④

表
紙
左
上

に
打
付

書

「
正
禄

間
記

上
(下
)」

(同
筆
か
)
⑤

「正

禄

間

記

上

(下
)
」

(端
作
)
⑥

舗

×

釦

⑦

黒
鼠
色
無

地
紙
原

表
紙

⑧
袋
綴

⑨

本
文
共
紙

⑩
斐
楮
交
漉

2

9乙

紙

⑪
遊
紙
首
尾
各

1
丁
、
上
巻

50
丁
裏

・
下
巻

42
丁
裏

⑫
10
行

⑬
漢

字

平
が
な
交

用
文

⑭
墨
書

入
あ
り

(同
筆
)
⑮

一
丁
表

右

上

「
林

崎

文

庫

」
(方
形
茶
色
陽
刻
印
)
、
右
下

「
林
崎
文
庫
」
(長
方
形
子
持
枠
朱
陽
刻
印
)
、

そ
の
下

「勤
思
堂
」

(円
形
朱
陽
刻
印
)
、
巻
末
左
下

「
天
明
四
年

甲
辰
八
月

吉

旦
奉
納
皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽
京
都
勤
思
堂
村
井

古

巌

敬

義

拝
」

(長
方
形
朱
陽
刻
印
)
⑯
本
奥
書
な

し
。
巻
末
左
下

に

「
共

二
冊

勤
思

堂
邑
井

敬
義
蔵
」

と
朱
書

⑰

一
筆
。

⑮

の
尊
経
閣
文
庫
本
と
本
文

・
文

字

遣

い
ま
で
同
じ
。
但

し
、

一
丁
内

の
字
詰

め
は
異
な

る
。

17

内
閣
文
庫
蔵

『
正
禄
間
記
』

.
①

一
五
五
-

一
五
三

②

二
巻

二
冊

③
江
戸
中
期
写

④
表
紙
左
上
題
簽

剥
落
跡

に
打
付
書

「
正
禄
間
記

一
名
二
川
分
流
記
上
(下
)」
(別
筆
。

下

巻

に
は

コ

名
」
云
々
な
し
)
、
下
巻

に
剥
落
題
簽

(無
地
斐
紙
)
挾
込
み

「
正
禄

間
記

一
名
二
川
分
流
記
下
」
(打
付
書
と
同
筆
)
⑤
「
正
禄
間
記
上

(下
)
」

(扉
題
.端
作
。

扉
題
は
外
題
と
同
筆
)
⑥
齠

×

脚

⑦
薄

茶
色
布

目
紙
原

表
紙

⑧

袋
綴

⑨

2

1

本
文
共
紙

⑩
楮
紙
⑪
遊
紙
な
し
、
上
巻

51
丁
裏

・
下
巻

41
丁
裏

⑫

10
行

⑬
漢
字
平
が
な
交
用
文

⑭
朱

・
墨
書
入
あ
り

(同
筆
)

⑮

一
丁
表

右

中

「
浅
草
文
庫
」

(長
方
形
子
持
枠
朱
陽
刻
印
)
、
そ
の
下

「
和
学
講
談
所
」

(長

方
形
朱
陽
刻
印
)
、
中
上

「
日
本
政
府
図
書
」
⑯
本
奥
書
な
し

⑰

一
筆

。

用

『足
利
季
世
記
』

〔
ω

天
理
図
書
館
蔵

『
足
利
季
世
記
』

①
二

一
〇

・
五
ー

イ
ニ
五
A
三
二
二

②

八
巻
七
冊

③
江
戸
初
期
写

④

「
表
紙
左
上

に
打
付
書

「
足
利
季
世
記

一
二
(1
七
)
」

(同
筆
)

⑤
な
し

⑥

"

×

侃

⑦
鶯
色
無

地
紙
原
表
紙

⑧
袋
綴

⑨
本
文
共
紙

⑩
鳥

の
子
紙

9乙

2
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⑪
遊
紙
な
し
、

一
冊

(巻

一
・
二
)
29
丁
裏

・
二
冊

27
丁
表

・
三
冊

46
丁
裏

・

四
冊

27
丁
表

・
五
冊
23
丁
裏

・
六
冊

20
丁
裏

・
七
冊

13
丁
裏

⑫

10
行

⑬

漢
字
片

カ

ナ
交

用
文

⑭
朱

・
墨
書

入
あ
り

(同
筆
)
⑮

一
丁
表
右
上
と
巻

末
左
下

「
天
理
図
書
館
蔵
」

⑯
な
し

⑰

一
筆
。
帙
題
簽

「
足
利

季
世

記

鰰
輙
鷏
歡
撫
鞠
蔵
全
七
冊
」

(
古
書
肆
弘
文
荘

の
識
語
)
。
本
書

は
相

の

諸

伝

〔

本
中

の
最
古
写
本
。

②

島

原
公
民
館

蔵
松
平

文
庫

『
足
利
季
世

記
』

①

二
〇

三
ー

二
二

②

八
巻

七
冊

③
江
戸
末
期
写

か

④
表
紙
左
上

に
楮

(
マ
マ
)

紙
原
題

簽

「足
利
季
世
記

}一一
魏
漲
韓
紀
栖
孵
+
月
」
⑤
な

し

⑥
捌

×

限

⑦
薄

茶
色
無

地
紙
原
表
紙

⑧
袋
綴

⑨
楮
紙

⑩
斐
楮
交
漉
紙

⑪

遊
紙
首

尾
各

1
丁
(但
し
二

・
六

.
七
冊
は
尾
な
し
)、

一
冊

27
丁
表

・
二
冊
25
丁
表

・
三
冊

53
丁
裏

・
四
冊

31
丁
裏

・
五
冊

30
丁
表

・
六
冊

34
丁
表

・
七
冊

13
丁
表

⑫

11
行

⑬
漢
字
片

カ
ナ
交
用
文

⑭

墨
書
入
あ
り

(同

・
別
筆
の
二
種
)
⑮

一
丁
表
右
上

「
宗
辰
所
集
」

(方
形
朱
陽
刻
印
)、

そ
の
下

「
三

井

家
」

(長

た
か
と
き

方
形
朱
陽
刻
印
)
(以
上
の
二
印
は
三
井
高
辰
蔵
印
)
、
巻
末

「
尚

舎

源
忠
房

」

(長
方
形
双
郭
青
陽
刻
印
)
・
「
文
庫
」

(楕
円
形
朱
陰
刻
印
)
⑯
な
し

⑰

、一
筆

。

幻

『
陰
徳
太
平
記
』

〔

内
閣
文
庫
蔵

正
徳

二
年
刊
整
版
本

『
陰
徳
太
平
記
』

①

一
六
九
ー

二
〇

二

②
八

一
巻
四

一
冊

③
正
徳

二
年

(
一七
三
)
刊

④
表

紙
左
上

に
子
持
枠
刷
り
楮
紙
原
題
簽

(
潮

×

蝿
)

「醺
陰
徳
太
平
記
緲
目
録

(」
翫
踟
九
之
八
+
一
)
L

(第

一
冊
に
よ
る
)
⑤
「
陰
徳

記

序
」

(序
題
)
・
「
陰
徳

太

平
記
総

目
録
」

(目
録
題
)
・
「陰
徳
太
平

記
第

一
(i

八
十

一
)
」
(端
作
)
・

「陰
徳

太
平

記
第

ス

ー

八
十

一
)
(
丁
付
)
」

(版
心
)
⑥

防

×

腿

、
匡
郭

2

ー
工

コ十〔

(四
周
単
辺
。
第
41
冊

一
丁
表
計
測
)
鵬
～
旗

×

燗
～
㎜

⑦
青
色
無
地
紙
原
表

紙

⑧
袋
綴

⑨
本
文
共
紙

⑩
楮
紙

⑪
遊
紙
な
し
、
第

一
冊

(総
目
録
)
38

丁
表

・
第

四
十

一
冊

(巻
七
十
九
～
八
十

一
)
72
丁
表

⑫

12
行

⑬
漢
字
片

ヵ
ナ
交
用
文

⑭
な
し

⑮

一
丁
表
右
上

「
元
老
院
図
書
記
」
(長
方
形
朱
陽

刻
印
)
、
中
上

「
本
近
清
」

(長
方
形
黒
陽
刻
印
。
貸
本
屋
の
蔵
印
で
あ
ろ
う
)
、

そ
の
左

「太
政
官
文
庫
」

(方
形
朱
陽
刻
印
)
、
中
下

「
日
本

政

府

図

書
」

(巻
末
中
央
に
も
)
⑯
巻

八
十

一
巻
末

(第
四
十

一
冊
69
丁
裏
)
に
刊
記
、
「
正
徳

二
壬
辰
年
/
五
月
吉
日
/
洛
陽
有
春
軒
梓
」
。
ま
た
、
第

一
冊
巻

頭

に
二
種

レ

ナ
リ
ト

の
序
あ
り
。
初
序
、
「
夫
国
家
雖
レ
大

(
中
略
)
寛

文
乙
巳
夏

重
五
之
日
宇

ル

ヲ

ノ

ニ

シ
テ

都
宮
三
近
渉
二
筆
於
京

洛
寓
舎

一」
、
後
序

、
「
天
道
無
レ
涯

(中
略
)
元
禄

八

ニ

ノ

ノ

年
歳
次
二乙
亥
一冬
十
月
上
浣
日
洛
下
桃
樺
坊
之
梅
月
堂
主
人
沙
門
堯
真
宣

テ

ル

レ
カ

ハ

チ

ノ

阿
謹
為

二
之

序

二
。
刊
記

の
後

に
跋
文
あ

り
。

「
右
陰
徳
記
老
迺
防
陽
国

ノ

ナ
リ

ス
ル

ハ

ハ

ハ

ハ

ハ

ノ

ナ
リ

士
平
公
所
二編
集
一也
平
公
姓
平
氏
香
河
名
正
矩
字
無
適
昨
木
其
号

也
(中

ノ

略
)
正
徳
二
年
歳
壬
辰
夏
五
月
朔
旦
京
維
梅
月
堂
下
門
人
梅
仙
堂
景
真
守

テ

ス

植
謹
跋
」
⑰
内
閣
文
庫

に
は
四
部
所
蔵

さ
れ
る
が
、
刷

り
具
合

か
ら
本
書

が
本
刷
り
と
思
わ
れ
る
。

『
重
編
応
仁
記
』

国
立
国
会
図

書
館
蔵

宝
永

八
年
刊
整
版
本

『
重
編
応
仁
記
』

①

二

二
六
-

二
二
三

②

二
十
巻

二
十
冊

③
宝
永

八
年

(
一七
=
)
刊
④
表
紙

左

上
に
子
持
枠
刷
り
楮
紙
原
題

簽

(
鵬

x
認
)
「
重
編
応
仁
記
前
集
下
二
」

(第

一
冊
と
二
十
冊
の
題
簽
剥
落
。
た
め
に
第
二
冊
で
計
測
)
⑤

「
重

編

応

仁

記

序
」
(序
題
)
・
「
重
編
応
仁

記
発
題
」
・
「
重
編
応
仁

記
総
目
録
」
・
「応
仁
前

記
巻
之
上
」

(目
録
題
.
端
作
)
・
「
応
仁

前
記
巻

之
上
終
」

(尾
題
)
・
「重
編
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応
前

(1
続
)
巻

一
(ー

二
十
)

(
丁
付
)
」
(版
心
)
⑥
襯

×

鵈
、
匡
郭

鵬

×

釦
～

"

(『応
仁
前
記
』
上
巻

一
丁
〈第

一
冊
の
二
十
丁
〉
表
計
測
)

⑦
紺
無

地

紙

原
表
紙

⑧

袋
綴

⑨
本
文
共
紙

⑩

楮
紙
⑫

10
行

⑬
漢
字
片

カ
ナ
交
用

文

⑭
な

し

⑮
な

し

⑯
巻

二
十
巻

末
に
刊
記

、「
宝
永

八
辛
卯
年
孟
陽
穀
日

/

京
堀
川
通
仏
光
寺

下
ル
町
/
洛
陽
書
林

浅
井
庄
右
衛
門
」
。序
文
、
「
重
編

ハ

ナ
リ

メ
ル

リ

リ

応
仁

記
序
/

重
編
応
仁

記
者
小
林

氏
之
所
レ
編

也
自

二
少
壮

一
有
レ
志
二
于

ニ

ヒ

ノ

シ

ト
云
コ
ト

セ
ヲ

ノ

渉

二
猟
之

一
公
務
之
暇

学

一焉

経
史
子
集
及
本
朝

正
史
稗
官
小
説
無
レ
不
レ

フ

ノ

ヲ

テ

テ

ト

ハ

ヘ

ノ

ヲ

ヲ

ル

ハ

ヒ

ノ

撰

二
此
書

一矣
分

以
為

二
四
部

一前
記
述

三
乱
之
所

二由
起

一広
記
拾

二応
仁
記
之

ハ

ヘ

ノ

ヲ

ハ

ム

ノ

タ
ル
ヲ

遺
一
後
記
叙
二文
明
文
亀
之
事
一
続
後
記
聚
二永
正
大
永
天
文
弘
治
永
禄
之

ヲ

ニ

ノ

ル
ヘ

ソ
ハ
ア
ラ

ノ

ヒ

ヲ

ル
コ
ト

ヲ

シ
テ

乱

一也
世
所
レ
行

之
刊
本

不
レ
無

二

其
疑

一焉
是
以
潜
レ
心

二
十
年
作
二
為

ノ

ヲ

リ

ヲ

ク

シ
キ
ヲ

ク

リ

ス
ル

此
書

一取
レ
実
闕
レ
疑

片
言
隻
字
悉
有
レ
所
レ
証

(
中
略
)
宝
永
丙
戌
陽
復

月
源
永

常
序
」

(「
宝
永
丙
戌
」
は
宝
永
三
年
)
、
発

題
、

「
(前
略
)
宝
永

丙

ノ

戌
春
三
月
日
小
林
翁
書
し、
跋
文
、
「書
重
編
応
仁
記
後
/
去
年
丁
亥
夏
江

タ

ヒ

メ

テ

ヲ

ニ

ノ

ノ

テ

ク

ヲ

ニ

ノ

タ

リ

府
小
林

氏
偶

々
客

二
于
京
師

一暇

日
来
扣
二
蓬
戸

二

前
レ
席
而
遂
如
レ
故
其

ノ

ス
ル

ヒ

ヘ
テ

ス

ス
ル
ニ

ヨ
リ

テ

ニ

所

二重
編

一応
仁

記
二
十
巻
相
携

以
示
レ
余
。閲
ン
之
文
安

至
二
永
禄

一
百
有

ト
シ
テ

ス
カ

ク

リ

ク

メ
テ

モ

ヘ
リ

ヘ
テ

余
年
世
態
成
敗
粲
然

如
レ指

旁
捜
遠
索

采
択
尤
適

焉
(中
略
)
聊
述
ニ

ノ

ヲ

テ

ス

ノ

メ

ニ

リ

ハ

セ

リ

ヲ

ノ

ニ

其
志

一以
応

二其
需

一矣

幕
府
老
儒
深
尾
氏
老
熟
二
学
於
羅
山
林
氏
之
門

一

シ
テ

ノ

ニ

ノ

ノ

サ
ニ

セ
リ

ノ

ヲ

テ

リ

セ

也
題

二
此
書

一而
作
者

之
微
意
編
次
之
綱
提
備

悉

二其
言

一也
因
ム女
不
レ
贅
焉

ノ

ス

宝
永
戊
子
春

二
月
散
位
正
六
位
上
源
武
好
跋
」

(「宝
永
戊
子
」

は

宝
永

五

年
)

⑰

第
二
十
冊
後
表
紙
見
返

し
に

「
女

四
書
」
全

四
冊

の
広
告
文
、
そ

の
書
肆
は

「皇
都
書
林

尚
文
館

堺
屋
嘉

七
版
」
。

以
上
の
諸
本

の
書
誌
的
事
項

に

つ
い
て
、
以
下

に
補
足

し
た
い
。
但
し
、
諸

コ

コ

本
中
、

一
の

『
九
郎
澄
之
物
語

』
と
二
の

『
九
郎
殿
物
語
』

に

つ
い
て
は
、
本

〔

〔

誌
第
十
号
掲
載

の
翻
刻
解

題

で
触
れ
た

の
で
省
略
す
る
。

コ三

の

『
二
川
物

語
』
は
、
『彰

考
館

図
書

目
録
』
(昭
和
五
十
二
年
刊
)
に
よ
れ

〔

(
マ
マ
)

ば
、
同
館

に

『細

川

政

元

語

』
と
合
集

さ
れ
た

「
長
生
.老
筆
元
亀

四
年
」
写

コ

本

(丑
部
二
六
)

が
所
蔵

の
筈

で
あ
る
。

し
か
し
、
同
館

の
現
蔵
本

は
三
の
ω

　

本

で
あ
り
、
そ

の
奥
書
は
⑯
項

の
と
お
り
で
、
相

異

し

て

い

る

(『国
書
総
目

録
』
は

「
長
生
老
筆
」
本
を

「
旧
彰
考
」
と
見
做
し
、
現
蔵
本
を
掲
出
し
て

い
な

い
)
。

現
蔵
本

に
は

「
天
文

二
十
年
」

云

々
と

「此
書
物

山
崎
宗
鑑
法
師
所
持
候
秘
蔵

之
本
」
云

々
の
二
種

の
本
奥
書

が
あ
り
、

旧
蔵
本

の
奥
書
と

は
相

異

し

て

い

る
。

た
だ
両
書
と
も

『
細

川
政

元
記
』

(
旧
蔵
本
は

「
細
川
政
元
語
」
で
あ

っ
た
と

い
う
が
、
「語
」
は

「
記
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
)
と

の
合
集
本

で
あ

る
と

い

う

点

か

ら
推
し
て
、
本
文
的

に
も
近

い
関
係

に
あ

っ
た
も

の
と
思

わ

れ

る
。
同

館

蔵

『難
太
平
記
』

(丑
部
二
ー
〇

一
五
七
九
)
は
本
書

と
同
筆

と
見

做
す
が
、
同
書

に

は

「延

宝
戊
午

歳
京
師
新
写
本
」

の
奥
書
が

あ
る
。

ま
た
、

『
二
川
物
語
』

に

合

綴
さ
れ
た

『
松
若
物
語
』

に
も

「
延
宝
戊
午
歳
京
師
新
謄
本
」

の
奥
書
が
あ

る
。

以
上
の
点

か
ら
本
書

の
書
写
年
時
を

「
延
宝
頃
」
と
判
定

し
た

(
「延
宝
戊

午
歳
」
は
延
宝
六
年
)。

コ四
の

『
細
川
政
元
記
』

は
、
そ

の
添
状

に

「
今
度
世
上
之
時
宜

一
日

の
内

に

　
如
形

し
る
し
付
候

て
進

入
候
」

(ω
の
尊
経
閣
文
庫
本
に
よ
る
)
と
あ
る
と
お
り
、

政

元
暗
殺

と
い
う
衝
撃
的
事
件

を
、

都

に

い

た

(政
元
暗
殺
事
件
勃
発
時
は
摂
州

辺
に
在
)
下
村

五
郎
左
衛
門
、

す
な
わ
ち

入
道

(
政
元
の
死
に
殉
じ
て
入
道
し
た
と

記
す
)
し
て
宗
福
と
名
乗

る
人
物
が
、

当
時

土
佐
国

に
在
住

し
て
い
た

「太
平

(注
1
)

山
城
守
」

へ
知
ら

せ
た
報
告
書

で
あ

る
。
⑧

の
内
閣
文
庫
本

に
貼
付
さ
れ
た
識

語

(修
史
館
の
注
記
で
あ
ろ
う
)

に
見
ら
れ
る
と

お
り
、
本
書

に
は

「
当
初

確

乎
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タ
ル
書
名

ナ
」
く
、
「
故

二
題

シ
テ
土
佐
国
下
書
状
案
文

ト
云
」

っ
た
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ

の
「
土
佐
国
下
書
状
案
文
」
と
い
う
題
名

は
、
室
町
後
期
写

(『尊

経
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
は

「
室
町
中
期
写
」
)

の
ω

の
尊
経

閣
文
庫
本

が

す

で

に
有

し
て
い
る
の
で
、
早
く

か
ら
付

さ
れ

た
題
名

で
あ

っ
た
こ
と

が

知

ら

れ

る
。

あ
る
い
は
尊
経
閣
文
庫
本

こ
そ
が
、
宗
福

の
大
平
国
雄
に
宛
て
た
報
告
書

と
添
状
と

を
併

せ
、

「
土
佐
国
下
書
状
案
文
」

の
題
名

を
付

し
た
張
本

だ

っ
た

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。
伝
本
を
比
校

し
た
結
果
か
ら

い
え
ば
、
尊
経

閣
文
庫

本
が
そ
れ
ら

の
最
上
位

に
位
置
す
る

こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

で
は
、
「
細
川
政
元
記
」

や

「細
川

大
心
院
記
」
の
題
名

は
、

い

つ
付

さ
れ

た

も

の
で
あ
ろ
う
か
。
時

間
的

に
最
も
早

い
の
は
、
江

戸
中
期
写
と
思
わ
れ

る
②

の
彰

考
館
本

で
あ
る
。

し
か
し
、
如
上

の
題
名

を
流
布

せ
し
め
た
と

い
う
点

で

は
、
続

群
書
類
従
本

に
及

ば
な
い

で

あ

ろ

う

(両
書
の
題
名
の
一
致
に
は
関
連
性

は
な
い
)
。
そ

の
続
群
書
類
従
本

は
、
本
文
上
も
ま
た
題
名

の
点

で
も
③

の
静
嘉

堂
文
庫
本

の
影
響
下

に
あ

る
と
考
え

て
よ

い
。
と

い
う

の
は
、
㈲
本

は
塙
保

己

一
の
高
足
中
山
信
名

の
自
筆
本

で
あ

る
が
、
信
名

は
続
群
書
類

従
編

纂

の
中

心

(注
2
)

的
役
割
を
担

っ
た
人
物

で
あ
る
。
③

本

の
識
語

に
よ
れ
ば
、
文
化

七
年

(
天
δ
)

の
時
点

で

「
此
書
元
無
二
題
号

一」

く
、
そ

こ
で
信
名

は
、

「為

言
専
記

二政
元
事

一

今
私
号
レ
之
云
レ
爾
」
、
す
な
わ
ち

「細

川
政

元
記
」

と
命
名

し
た
と

い
う
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
信
名

は
如
上

の
識
語

に
続

け
て
、

「政

元
老
書
中
所
謂
大

心
院

也
」
と
述

べ
て

い
る
。

こ

の
識
語

に
拠

っ
た
の
で
あ

ろ
う
、
⑦

の
続
群
書
類
従
原

本

は
端
作

に
お
い
て

「
細
川
大

心
院
記
」
と
朱
書

し
、

「
大
心
院
」

の
右
横

に

「
政
元
」
と
朱
書

し
て
い
る
(同
筆
)
。
ま
た
、
ω

の
静

嘉
堂
文
庫
本
も
両
様

の
書

名
を
有
し
て
い
る
が
・
こ
の
本
は
常
陸
の
国
学
者
色
川
三
中
旧
蘗

で
齷
華

三
中

は
嘉
永

二
年

(
天
究
)

に
続
群
書
類
従

刊
行

の
費

用
調
達

に
迫

ら
れ
た
塙

家

か
ら
、

四
十
両

で
信
名

旧
蔵
本

を
譲

り
受

け
て
い
る

(太
田
善
麿
氏

『
塙
保
己

一
』
)
が
、
ω
本

は
そ
の
中

の

一
つ
で
、
外
題

の
朱
書

お
よ
び
本
文

に
加
え
ら
れ

た
朱

の
校

訂
は
信
名

の
筆
蹟

の
よ
う

に
思
わ
れ

る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

『細
川
政
元
記
』

は
永
正

四
年

の

政
元
暗
殺
事
件

と
そ

(注
4
)

の
余
波

を
、
翌
年

の
二
月

に
書
き
送

っ
た
も

の
で
、
当
初

は
題
名

が
な
か

っ
た

が
、
間
も
な
く

「
土
佐
国
下

書

状

案

文
」
な
る
題
名
が
付
さ
れ
た
こ
と
、
ま

た
江
戸
中
期

に
至
り
、
彰
考
館
本

に
見
ら
れ
る
如
く
、
内
容
上
か
ら

「
細

川
政

元
記
」

の
題
名
が
付
さ
れ
、
ま
た
文
化
七
年

に
中

山
信
名

が
彰
考
館
本

と
は
関

わ
り
な
く
同
様

の
題
名
を
付
与
し
、
こ
れ
が
続
群
書
類
従
本
等

に
継
承

さ
れ

た

こ
と
な
ど
が
判
明
す
る
。

『
細

川
政

元
記
』

の
題
名

の
問
題

は
単
な

る
題
名

の

問
題

に
留
ま
ら
ず

、
そ

の
相
異

は
本
文
内
容

の
相
異
と
連
動

し
て
お
り
、
伝
本

分

類
上
の
基
軸

と
な

っ
て
い
る
。

コ

コ

五

の

『
瓦
林
政
頼
記
』
も

四
の

『
細
川
政
元
記
』
と
同
様
、
題
名

の
相
異
が

　

　

そ

の
ま
ま
伝
本

の
分
類
上

の
相
異
と
な

っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち

『
瓦

林

政

頼

記
』

に
は

「
松
若

の
物
語
」

と
称

す
る
伝
本

と
、

「
瓦
林
政
頼

記
」

(含

「
正
頼

記
」
)
と
称
す
る
伝
本

と
が
存
在

し
て
い
る
が
、

前

者

に
属
す
る
伝
本

が

上

位

に
位
置
す

る
。
そ

の
中

で
も
ω

の
尊
経
閣
文
庫
本
が
本
文

上
か
ら
い

っ
て
も
最

上
位

に
位
置
し
、
ほ
と

ん
ど
原
本
と

い

っ
て
よ

い
く
ら

い
の
善
本

で
あ
る
。

こ

の
た
め

「
瓦
林
政
頼
記
」

の
題
名

で
流
布

し
て

い
る
本
書

で
は
あ
る
が
、
今
後

は

「
松
若
物
語
」
と
呼
称
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の

「
瓦
林

政
頼

記
」

と

い
う
題
名

に
も
、
中

山
信
名

の
関
与
が
認

め
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
⑦

の
静
嘉
堂
文
庫
本
は
文

化
七
年
書
写

の
信
名
自
筆
本
だ
が
、
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そ
の
巻

末
識
語

に

「右

一
冊
失
題
号

(
中
略
)
始
末
専
記
瓦
林
正
頼
事
故
号
云

正
頼

記
」

と
あ
る
の
で
、

「
正
頼
記
」

の
題
名

は
、
文
化
七
年

に
信
名
が
内
容

を
勘
案

し
て
付

し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分

か
る
。

こ
の
影
響
下

に
続
群
書
類

コ

従
原
本

の
題
名
が
定

ま

っ
た
こ
と

は
、

四
本
と
同
様

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
書

の
成
立

に

つ
い
て
鶴
崎
裕
雄
氏

は
、
「
「
松
若
物
語
」

は
永

正

十
四
年

の
夏

か
ら
永
正
十

六
年

の
秋
ま

で
の
間

に
成
立

し
た
も

の

と

考

え

(注
4
)

る
」

と
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
次

の
記
事

に
よ
り
否
定

さ
れ

よ
う
。

、文
明
五
年
癸

巳
三
月
十
九

日
に
は
山
名
宗
全

入
道
死
去
あ
り
。
同
年
五
月

十

一
日

に
は
細
川
勝
元
逝
去
あ
り

し
か
共
乱

は
未

し

つ
ま
ら
す
、
十
余

ケ

年

に
及

へ
り
。
然
れ

は
敵
も

み
か
た
も
合
戦

に
た
い
く

つ
し

て
、
終

に
は

和
睦

に
そ
な
り

に
け

る
。
然
共
畠
山

の
両
家

は
和
与

に
も
な
ら
す
し

て
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

今

に
至

ま
て
七
十
年

に
及

ふ
ま
て
こ
二
に
た
玉
か
ひ
か
し
こ
に
あ
ら
そ

は

れ
け
り
。

(尊
経
閣
文
庫
蔵

『
松
若

の
物
語
』

二
十
丁
表
。
句
読

点

.
傍

点

は

和

田
)

こ
れ

に
よ
れ
ぽ
、
本
書

は
応
仁

の
乱
が

一
応

の
終
息
を

み
た
年

(文
明
九
年
く
西

七
七V)
か
ら
七
十
年
立

っ
た

「
今
」

の
時
点

で
執
筆
さ
れ
て

い
る

こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
本
書

の
記
事
内
容

は
史
実
的

に
も

正
確

で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
『松

若

物
語
』

の
成
立

を
天
文
十

六
年

(
蓋
四
七
)
と
認
め

て
よ

い
だ
ろ
う
。
と
な
れ
ぽ
、

尊
経
閣
文
庫
本

の
書
写
年
時

は
、
ほ
と

ん
ど
成
立
時

に
近

い
と

い
う

こ
と

に
な

る
。
今
後

の
研
究

は
、
尊
経
閣
文
庫
本

に
拠
る
べ
き

で
あ

ろ
う
。

な

お
付
言
す

る
と
、

『
国
書
総
目
録
』
巻

八

「
補
遺
」

に
よ
れ
ぽ
、
竜

谷
大

学
図
書
館

に
写
本
が
所
蔵

さ
れ

て
い
る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
が
、
同
館
本
は
明

治

三
十
九
年

再
版

の
改
定
史
籍
集
覧
本

で
あ

る
。

よ

っ
て
考
察

の
対
象

か
ら
除

外

し
た
。

〕

(注
4
)

六
の

『
不
問
物
語
』

に
関

し
て
は
、
鶴
綺
裕
雄
氏

の
論
考
が
あ

る
。
鶴
崎
氏

　
は
、

「『
不
問
物
語
』

は

『
大

心
院
記
』
と

『
正
頼
記
』
が
結
合

し
た
、
そ
れ
も

か
な
り
早

い
時
代

に
結
合

し
た
作

品
」
と
述

べ
ら
れ

て
い
る
。
確

か
に

『
不
問

物

語
』
は
、

『細

川
政
元
記
』
と

『
松
若
物
語
』
と

の
記
事
を
切
り
貼
り
し

て
、

適

宜
記
事

を
挿

入
し
た
り
増
幅

し
た
り

し
て

一
種

の

〈
鏡
も

の
〉

に
仕
立

て
上

げ
た
作
品
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ

の
成
立

は
鶴
崎
氏

の
言

わ
れ

る

「
永
正
十
四

年

を
あ
ま
り
降

ら
な
い
頃

に
成
立

し
た
も

の
」

で
は
な
い
だ

ろ
う
。
と

い
う

の

は
、

先

に
引
用

し
た

『
松
若
物
語
』

の

「
今

に
至
ま

て
七
十
年

に
及
ふ
」
云

々

の
記
事

が
、

そ
の
ま
ま

『
不
問
物
語
』

に
借
用
さ
れ

て
い
る

か
ら

で
あ
る

(ω

の
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
四
+
丁
表
)
。
上
述

の
と
お
り
、
『
松
若
物
語
』

は
天
文
十
六
年

の
成

立
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ

に
依
拠
し
た

『
不
問
物

語
』
が
永
正

十
四

年

(
一互
七
)
頃

に
成
立
す

る
こ
と

は
な

い
。

一
方
、
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵

さ
れ

る
二
本

は
、

い
ず
れ
も
室
町
末
期

の
写
本

で
あ
る
が
、
両
者
は
互

い
に
誤
写

.

誤
脱

を
有
す

る
の
で
、

い
ず
れ

も
原
本
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
彼

此
考
え
併

わ

せ
る
と
、

『
不
間
物
語
』

の
成
立
年
時

は
、

一
五
五
〇

年
か
ら
さ
ほ
ど
隔

た
ら

な
い
頃

と
い
う

こ
と

に
な

ろ
う
。

コ七

の

『
細
川
両
家
記
』
諸
伝
本

の
う
ち
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ω

.
②

の

　
国
会
図
書
館
本

で
あ

る
。
両
書

は
同
筆

で
、
本
来

二
巻

二
冊
本
で
あ

っ
た
も
の

が
、
明
治
五
年

に
東
京
書
籍
館

に
所
蔵
さ
れ
た
頃
か
ら
別
本
と
し
て
登
録

さ
れ

た
ら

し
い
。
②
本
巻
末

の
識
語

に
よ
れ
ば
、
ω

・
②
本
は
貞
享
五
年

(
元
禄

元

年

・
ニ
ハ八
八
)

二
月

に
、
大
丈
斎
主
人
な

る
者
が
増

田
家
所
蔵

の
原
本

か
ら
転
写
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シ
テ

ニ

し
た
も

の
と

い
う
。
そ

の
識
語
中

の

「
元
本
字
様
枯
槁

真

百
歳
翁

之
筆
蹟
也
」

と
、
②

本
巻

末

の
本
奥
書

「生
嶋
宗
竹
九
十

二
歳
書
之
畢
」
と

は
よ
く
照
応

し

て

い
る
の
で
、
ω

・
②
本

が
原
本

か
ら

の
転
写
本

で
あ

る
こ
と

は
認
め

て
よ

い

だ

ろ
う
。

こ
の
ω

・
②
本

に
拠

っ
て
、
『
細
川
両

家

記
』

の
形
態

を
確

認
し
て
お
き

た

い
。
ま
ず
原
題
名

は
上
巻
が

「
細
川
両
家
聞
見
事
記
」
、

下
巻

が

「細

川
両
家

後
之
巻
」
と
考
え
ら
れ
る
。

そ

の
成
立
過
程

は
、
ま
ず

上
巻

が
天
文

十
九
年

(
蓋
五
〇
)

四
月

に
書

か
れ

た

が
、
当
時

六
十
九
歳

に
達

し
て

い
た
宗
竹

は
、

「老
耄
」

の
た
め
に

以
後

の
執

筆

を
断
念

し
た
。
だ
が
、

「其
次

を
難
去
所
望
」

さ
れ

た
た
め
に
、
「
天
文

二
十

年
辛

亥
以
来

の
事

し
と
ろ
に
書
付
」
け

た
。
そ

れ

が

「
細
川
両
家
後
之
巻
」
、

す
な

わ
ち
下
巻

で
あ
り
、
そ

の
執
筆
年
時

は
元
亀
四
年

(
天
正
元
年

・
一五
七
三
)

三
月
、
時

に
宗
竹

は
九
十

二
歳

で
あ

っ
た
。

こ
の

「後

之
巻

」
巻
末

に
あ
る
本

奥
書

の
位
置
は
、

伝
本

に
よ

っ
て
相
異

し

て
い
る
。
本
奥
書

の

「細

川
両
家
に
成

し
由
来
(中
略
)
し
と
ろ
に
書
付
申
候
」

の
部
分

を
A
、
「
元
亀

四
癸
酉
年

三
月

生
嶋
宗
竹
九
十

二
歳
書
之
畢
」

の
部

分

を
B
と
す
れ
ば
、
A

・
B
が
連
続

し
、

し
か
も
下
巻
巻
末

に
位
置
す
る

の
は

②
本
だ

け
で
あ
る
。
他

の
伝
本

の
う

ち
、
題
名
が

「
正
禄
間
記
」

の
⑮

・⑯

・⑰

本

は
本
奥
書

・
識
語
等

一
切
な

い
が
、
他
本

は
す
べ

て
こ
れ
を
有
し

て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら

の
伝
本

で
は
A
と

B
が
分
離
し

て
お
り
、
B
は
す
べ
て
下
巻

巻
末

に
位
置
す
る
が
、

A
は
下
巻

の
冒
頭

に
位
置
す
る
も

の
と
上
巻
巻

末
に
位

置
す
る
も

の
と

の
二
類

に
分

か
れ
る
。
さ
ら

に
ま
た
、
下
巻
冒

頭
に
位
置

す
る

と

は
い

っ
て
も
、
端
作

「下
巻
」

の
前

に
位
置

す
る
も
の
と
後

に
位
置
す

る
も

の
と
の
二

つ
に
分

か
れ

る
。

し
か
も
、
た
と
え
ば
③

の
内
閣
文
庫
本
の
B
が
コ
兀

亀

四
年

癸
酉

三
月
永
日
春
椛
書
之
長
生
九
十

二

歳

也
」
(
②
本
と

『
正
禄
間
記
』

以
外
の
伝
本
は
す
べ
て
こ
れ
)
で
あ
る
よ
う

に
、
そ

の
字
句

に
も

異
同

が
あ

る
。

し
か
し
、
本

来
A

・
B
は

一
続
き

で
あ

る
べ
き
だ

し
、

ま
た

「
天
文

二
十
年
辛

亥
以
来
の
事

し
と
ろ
に
書
付
申
候
」

の
文
面

か
ら

し
て
も
、
そ
れ

は
下
巻
巻
末

に
位
置
す

ぺ
き
も

の
と

い
え
よ
う
。
以
上

の
点

か
ら
、
ω

・
②

本

の
本
奥
書

・

識
語

こ
そ
が
原
態
を
留

め
て
い
る
と
考
え
る
。

諸
伝
本

は
本
文
的

に
は
さ
ほ
ど

の
異
同

は
な

い
が
、
中

で
⑮

・
⑯

・
⑰

の
三

本
が
他
本
と
少

し
く
異
な
り
を
見

せ
て
い
る
。
既
述

の
と
お
り
、

こ
の
三
本

の

題
名

は

「
正
禄
問
記
」

で
あ
ゲ

、
奥
書

等
は
な

い
。
書
写
年
代

か
ら
い
え
ば
、

⑯

の
神
宮
文
庫
本
が
⑮

の
尊

経
閣
文
庫
本

よ
り
も
多
少
古

い
と
思

わ
れ
る
が
、

本
文
的

に
は
⑮

本

の
方
が
誤
り
が
少

い
。

な
お
、

「
正
禄

間
記
」

の
題
名

は
、

「永

正
か
ら
永
禄

の
間
の
記
」

の

意

で
、

「永

正
」

の

「
正
」
と

「
永

禄
」

の

「禄
」

を
組

み
合

せ
た
も
の
で
あ

る
。

な

お
ま
た
、
寛
文

三
年
版

『
三
好
記
』
を

『
細
川
両
家
記
』
と
見
倣
し
て

い

る
文
庫
等
が
あ

る
が
、

こ
れ

は
本
稿

に
い
う

『
細
川
両
家
記
』
と

は
異
種

の
も

の
で
あ
る
。

コ八
の

『
足
利
季
世
記
』
は
、
管
見

の
限
り

で
は
ω

の
天
理
図
書
館
本
が
善
本

〔

〕

で
あ
る
。
本
書

は
七

の

『
細
川
両
家

記
』
を
資
料

の

一
つ
と
し
て
い
る
の
で
、

　

室
町
末
期
以
降
、

一
方
、
天
理
図
書
館
本
が
寛
永

か
ら
寛
文
頃

の
写
本

で
あ

る

と

こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
以
前

の
間

に
成
立

し
た
こ
と
に
な

る
。

形
態

的
に
は
八
巻

で
、
巻

ご
と
に

「
畠

山
記
」

(巻

一
)
・
「
舟
岡
記
」
(巻
二
)

.
「高
国

記
」

(巻
三
)

の
よ
う

に
題
号
が
付
け
ら
れ

て
い
る
。

一
方

、

各
文
庫
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に

『
畠
山
記
』

・
『畠

山
軍
記
』
、
あ

る
い
は

『
舟
岡
記
』

・
『
舟
岡
軍
記
』
、
さ

ら

に
は

『
三
闘
記
』

(
『畠
山
記
』
.
『舟
岡
記
』
・
『高
国
記
』
の
三
編
よ
り
な
る
。
こ
れ

は

『
足
利
季
世
記
』
の
巻

一
か
ら
巻
三
に
相
当
)
な
ど

の
よ
う

に
独
立

し
た

作

品

と

し
て
も
存
在

し
て
い
る
。

こ
の
た
め
本
書

の
成
立
過
程

に
関

し
て
は
、

二

つ
の

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は

『
足
利
季
世
記
』
が
先

に
編

ま

れ
、

の

ち

に

『
畠
山
記
』
や

『
舟

岡
記
』
な
ど

の
よ
う

に
巻
ご
と

に
独
立

し
て
い

っ
た
と

い

う
考
え
方

で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
初

め
に

『
畠
山
記
』

や

『
舟
岡
記
』
が
成
立

し
、

の
ち

に
そ
れ
ら
を
集

成
し
て

『
足
利
季
世
記
』
が
成
立

し
た
と

い
う
考
え

方

で
あ
る
。
今

の
と
こ
ろ
ど
ち
ら
と

も
決

し
難

い
の
で
、
後

日
を
期

し
た
い
。

と

こ
ろ

で
、
国

立
国
会

図
書
館
蔵

『
足
利
季
世
記
』
(
;

=

1

一
四
)
は
江
戸

末
期
書
写

の
巻

八
を
欠
く
七
巻

七
冊

の
残
欠
本

で
あ

る
。

一
方
、
山
形
県
鶴
岡

市
立
図
書
館
蔵

『
足
利
季
世
記
』
も
江
戸
末
期
書
写

の
巻

八
の
み
の
零
本

で
あ

る
。

こ
の
二
書

を
書
誌
的

に
比

べ
て
み
る
と
、
寸
法

・
表
紙

・
料
紙

・
行
数
等

す
べ
て

一
致

す
る
。
ま
た
、
両
書

と
も
に
本
文

一
丁
表

に

「
致
道
館
蔵
書
印
」

(長
方
形
朱
陽
刻
印
)
と

い
う
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ

っ
て
両
書

は
、

以
前

一
揃

い
の
本
と
し
て
庄
内
藩

の
藩
校

で
あ

っ
た
致
道
館

に
所

蔵

さ

れ

て

い
た

こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
れ
が
分
離

し
た
の
は
い

つ
の
こ
と

か
定

か
で
は
な

い
が
、
国
会

図
書
館
本

に

「
東
京
書
籍
館
明
治
五
年
文
部
省
創
立
」

の
蔵
書
印

が
押
さ
れ

て
い
る
た
め
、
明
治

五
年

以
前

で
あ

っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ

る
。

コ九

の

『陰

徳
太
平
記
』
に

つ
い
て
は
、
臨
川
書
店

よ
り
昭
和

四
十
七
年
九
月

　
に
刊
行
さ
れ
た
影
印
本

『
正
徳
二
年
板
本

陰
徳
太
平
記
』

(全
二
冊
)
の
上

巻
巻
頭

に
、
笹
川
祥
生

・
松

田
修
両
氏
の
詳
細

な
解
題

が
収

め
ら
れ

て
い
る
の
で
参
照

さ
れ

た
い
。

コ十

の

『
重
編
応
仁

記
』
に

つ
い
て
は
、

そ
の
序

と
跋
文

に
執
筆
動

機
や
版
行

　
の
経
緯
が
要
領
よ
く
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
宝
永

八
年
版
本

も
し
く

は
改
定
史

籍
集
覧
第
三
冊
か
続

国
民
文
庫
本

を
参
照

さ
れ

た
い
。

以
上
、
諸
本

の
書
誌
的
事
項
に

つ
い
て
解

説
し
て
き

た
が
、
次
稿

で
は
こ
れ

を
基

に
し

て
諸
本
相
互

の
関
連
と
室

町
軍
記
の
成

立
問
題

を
考

え
て
み
た
い
。

1234

〈
注
〉
「太
平
山
城
守
」
と
は

「
大
平
国
雄
」
の
こ
と
。
国
雄

は
細
川
京
兆
家
被
官
で
、

土
佐
の
守
護
代
、
少
く
と
も
又
代
。
在
京
中
は
自
邸
で
歌
会
を
催
し
た
ほ
ど
の
歌

人
で
、
宗
祗
ら
と
親
交
が
あ

っ
た

(下
村
效
氏

「土
佐
の
国
人
大
平
氏
と
そ
の
文

芸
i

室
町
文
化
荷
担
者
の
一
相
1

」
〈
『
日
本
歴
史
』
昭
和
四
十
九
年
八
月
〉
、

井
上
宗
雄
氏

『
中
世
歌
壇
史
の
研
究

室
町
後
期
』
〈
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
〉
)。

「
不
幸
な
こ
と
に
、
『
続
類
従
』
編
纂
の
た
め
に
は

(保
己

一
が
)
杖
と
も
柱
と
も

た
の
む
中
山
信
名
が
、
(中
略
)
天
保
七
年
十

一
月
に
他
界
し

て

い
る
。

『続
類

従
』
の
編
纂
の
中
に
中
山
信
名
の
蔵
書
が
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
」
(太
田
善
麿
氏

『
塙
保
己

一
』
〈
昭
和
四
十

一
年
十
二
月
吉
川
弘
文
館
〉)
。

静
嘉
堂
文
庫
蔵

『
色
川
本
目
録
明
治
卅
七
年
購
入
完
』

(七
九
函
五
五
架
)
に
、
本

書
は

「中
山
信
名
藁
本
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『晩
蔵
書
目
録
』

上

(七
九
函
五
五
架
。
表
紙
に

「
土
浦
色
川
家
蔵
」
と
墨
書
)
に
も
載
せ
る
が
、

こ
れ
に
は
中
山
信
名
旧
蔵
等
の
注
記
は
な
い
。

尊
経
閣
文
庫
本
は

「
一
月
」
と
す
る
が
、
鶴
崎
裕
雄
氏
の
指
摘
ど
お
り
、
続
群
書

類
従
本
の

「
二
月
」
が
正
し
い

(鶴
崎
裕
雄
氏

「尊
経
閣

文

庫
蔵

本

『不
問
物

語
』
に
つ
い
て
」
〈
『帝
塚
山
学
院
短
期
大
学
研
究
年
報
』
第
二
十
号
昭
和
四
十
七

年
十
二
月
〉)
。
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